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監
査
委
員
公
告

◯
監
査
結
果
の
公
表
（
一
）

１

監
査
委
員
公
告
第
１
号

平
成
　
年
秋
田
県
告
示
第
　
　
号
で
告
示
さ
れ
た
外
部
監
査
契
約
に
つ
い
て
、
外
部
監
査
人
か
ら

監
査
の
結
果
に
関
す
る
報
告
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
　
年
法
律
第
　
号
）
第

条
の
　
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

平
成
　
年
２
月
　
日

秋
田
県
監
査
委
員
　
加
　
藤
　
義
　
康

秋
田
県
監
査
委
員
　
山
　
田
　
靖
　
男

秋
田
県
監
査
委
員
　
工
　
藤
　
　
　
昇

秋
田
県
監
査
委
員
　
宮
　
澤
　
宣
　
夫

平
成
　
年
度

包
括
外
部
監
査
の
結
果
報
告
書

Ⅰ
　
秋
田
県
港
湾
整
備
事
業
特
別
会
計
の
経
理
状
況
に
つ
い
て

Ⅱ
　
秋
田
県
公
営
企
業
に
お
け
る
土
地
造
成
・
資
金
運
用
事
業
の
運
営
状
況
に
つ
い
て

Ⅲ
　
秋
田
県
健
康
増
進
交
流
セ
ン
タ
ー
の
運
営
状
況
に
つ
い
て

秋
田
県
包
括
外
部
監
査
人
　
高
　
井
　
宏
　
司

Ⅰ
　
秋
田
県
港
湾
整
備
事
業
特
別
会
計
の
経
理
状
況
に
つ
い
て

包
括
外
部
監
査
の
結
果
報
告
書

第
１
　
監
査
の
概
要

１
．
監
査
の
種
類

地
方
自
治
法
第
　
　
条
の
　
第
１
項
に
も
と
づ
く
包
括
外
部
監
査

２
．
選
定
し
た
特
定
の
事
件

外
部
監
査
対
象

秋
田
県
港
湾
整
備
事
業
特
別
会
計
（
以
下
特
別
会
計
と
い
う
）
の
経
理
状
況
に
つ
い
て

外
部
監
査
対
象
期
間

平
成
８
年
度
か
ら
平
成
　
年
度
ま
で

３
．
事
件
を
選
定
し
た
背
景

秋
田
港
を
は
じ
め
と
す
る
県
の
港
湾
は
、
環
日
本
海
時
代
を
支
え
る
日
本
海
北
部
の
物
流
拠

点
港
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
、
ま
た
、
マ
リ
ー
ナ
を
中
心
と
し
た
海
洋
性
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
基
地
の
整
備
も
進
め
ら
れ
、
生
産
、
物
流
お
よ
び
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
機
能
を
備
え
た

総
合
的
な
港
湾
と
し
て
今
後
飛
躍
的
な
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
港
湾
施
設
の
整

備
事
業
の
進
展
に
伴
い
、
港
湾
施
設
の
使
用
料
お
よ
び
事
業
費
等
を
経
理
す
る
特
別
会
計
で
は
、

県
債
残
高
が
増
加
し
、
一
般
会
計
か
ら
の
補
填
額
で
あ
る
一
般
会
計
繰
入
金
が
年
々
増
加
し
、

県
財
政
を
圧
迫
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
特
別
会
計
の
実
態
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。

ま
た
、
マ
リ
ー
ナ
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
事
業
開
始
以
来
赤
字
が
継
続
し
て
お
り
、
そ
の

事
業
内
容
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
。

４
．
外
部
監
査
の
方
法

監
査
の
視
点

①
　
港
湾
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
事
業
運
営
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
か

②
　
特
別
会
計
の
財
源
お
よ
び
使
途
の
資
金
の
流
れ
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か

③
　
特
別
会
計
の
資
産
お
よ
び
負
債
の
状
況
は
ど
う
か

④
　
特
別
会
計
の
費
用
総
額
は
収
入
と
の
対
比
で
は
ど
の
よ
う
な
状
況
で
あ
る
か

⑤
　
港
湾
整
備
事
業
の
事
務
処
理
は
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
か

⑥
　
マ
リ
ー
ナ
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
事
業
運
営
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
か

⑦
　
マ
リ
ー
ナ
施
設
利
用
料
の
設
定
は
適
当
で
あ
る
か

⑧
　
マ
リ
ー
ナ
委
託
料
は
適
正
か

監
査
の
手
続

①
　
概
況
を
把
握
す
る
た
め
に
、
マ
リ
ー
ナ
施
設
を
含
む
一
部
の
港
湾
施
設
に
つ
い
て
現
地

視
察
を
実
施
し
、
港
湾
整
備
事
業
全
般
に
つ
い
て
関
係
者
か
ら
説
明
を
受
け
た
。
さ
ら
に

「
秋
田
県
港
湾
整
備
事
業
特
別
会
計
決
算
書
」
に
も
と
づ
き
、
平
成
８
年
度
か
ら
平
成
　

年
度
ま
で
の
歳
入
・
歳
出
項
目
に
つ
い
て
推
移
を
分
析
し
た
。

②
　
特
別
会
計
の
平
成
８
年
度
か
ら
平
成
　
年
度
ま
で
の
３
年
間
に
つ
い
て
企
業
会
計
的
手

法
に
も
と
づ
き
検
討
を
試
み
た
。
す
な
わ
ち
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
計
算
書
、
貸
借
対
照

表
、
損
益
計
算
書
を
作
成
し
、
特
別
会
計
全
般
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
こ
れ
ら
の
諸
表
は
、

２
３
４

３
８

１
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２
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２
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０

１
０
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０
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２
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２
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１
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土
木
部
港
湾
課
よ
り
提
出
さ
れ
た
資
料
に
も
と
づ
き
、
ま
た
関
係
者
の
協
力
を
得
て
作
成

し
た
。

③
　
秋
田
港
湾
事
務
所
に
お
い
て
、
港
湾
整
備
事
業
の
事
務
処
理
に
関
す
る
合
規
性
に
つ
い

て
の
監
査
を
実
施
し
た
。

④
　
マ
リ
ー
ナ
整
備
事
業
に
関
し
て
、
管
理
委
託
の
状
況
お
よ
び
株
式
会
社
マ
リ
ー
ナ
秋
田

（
以
下
第
３
セ
ク
タ
ー
と
い
う
）
の
財
政
状
態
お
よ
び
経
営
成
績
を
把
握
す
る
た
め
、
貸

借
対
照
表
お
よ
び
損
益
計
算
書
を
検
討
し
関
係
者
か
ら
説
明
を
受
け
た
。

５
．
外
部
監
査
の
実
施
期
間

平
成
　
年
７
月
　
日
か
ら
平
成
　
年
２
月
３
日
ま
で

第
２
　
外
部
監
査
の
結
果

１
．
港
湾
整
備
事
業
全
般
の
監
査
結
果

特
別
会
計
の
決
算
の
概
要

特
別
会
計
は
、
港
湾
整
備
事
業
の
円
滑
な
運
営
と
そ
の
経
理
の
適
正
を
図
る
た
め
設
置
さ

れ
て
い
る
。
使
用
料
、
他
会
計
か
ら
の
繰
入
金
、
県
債
、
財
産
収
入
そ
の
他
の
諸
収
入
を
歳

入
と
し
、
港
湾
整
備
事
業
費
、
県
債
の
償
還
金
お
よ
び
利
子
、
他
会
計
へ
の
繰
出
金
そ
の
他

の
諸
支
出
を
歳
出
と
し
て
い
る
。

県
が
管
理
す
る
港
湾
は
、
秋
田
港
、
船
川
港
、
能
代
港
、
本
荘
港
及
び
戸
賀
港
で
あ
る
。

ま
た
、
県
が
管
理
す
る
港
湾
施
設
に
は
、
マ
リ
ー
ナ
施
設
以
外
の
港
湾
施
設
と
し
て
、
係
留

施
設
、
荷
さ
ば
き
施
設
、
保
管
施
設
、
船
舶
役
務
用
施
設
、
移
動
式
施
設
等
が
あ
り
、
マ
リ

ー
ナ
施
設
と
し
て
係
留
施
設
、
船
舶
役
務
用
施
設
、
そ
の
他
の
施
設
が
あ
る
。
港
湾
施
設
の

使
用
料
お
よ
び
港
湾
整
備
事
業
費
等
は
、
一
般
会
計
と
特
別
会
計
に
別
れ
て
経
理
さ
れ
て
い

る
。
特
別
会
計
で
経
理
す
る
内
容
は
、
マ
リ
ー
ナ
施
設
以
外
の
港
湾
施
設
の
う
ち
荷
さ
ば
き

施
設
、
保
管
施
設
、
船
舶
役
務
用
施
設
、
移
動
式
施
設
等
な
ら
び
に
マ
リ
ー
ナ
施
設
に
係
る

使
用
料
お
よ
び
港
湾
整
備
事
業
費
等
で
あ
る
。

平
成
８
年
度
か
ら
平
成
　
年
度
ま
で
の
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
書
の
状
況
は
【
表
１
】

の
と
お
り
で
あ
り
、
そ
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

【
表
１
】
秋
田
県
港
湾
整
備
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
書（
単
位
：
千
円
）

２
１

１
１

１
２

（
１
）

１
０

貯
水

場
使

用
料

入
港

料

マ
リ
ー
ナ
施
設
使
用
料

使
用
料
及
び
手
数
料

一
般

会
計

繰
入

金

繰
　
　
入
　
　
金

労
働
保
険
料
納
付
金

雑
入

雑
　
　
収
　
　
入

秋
田
マ
リ
ー
ナ
施
設
整
備
事
業
費

男
鹿
マ
リ
ー
ナ
施
設
整
備
事
業
費

本
荘
マ
リ
ー
ナ
施
設
整
備
事
業
費

秋
田
港
ふ
頭
用
地
造
成
事
業
費

船
川
港
ふ
頭
用
地
造
成
事
業
費

能
代
港
ふ
頭
用
地
造
成
事
業
費

戸
賀
港
ふ
頭
用
地
造
成
事
業
費

秋
田
港
ひ
き
船
建
造
事
業
費

秋
田
港
荷
役
機
械
整
備
事
業
費

秋
田
港
上
屋
整
備
事
業
費

県
　
　
　
　
　
　
債

財
産

売
払

収
入

財
　
産
　
収
　
入

歳
　
入
　
合
　
計

報
酬

２
，５
９
７

１
６
，４
７
８

２
７
，３
５
３

３
４
９
，１
４
３

６
４
１
，４
７
６

６
４
１
，４
７
６

３
８

７
１
，７
３
０

７
１
，７
６
８

１
６
８
，０
０
０

１
３
８
，０
０
０

５
７
１
，０
０
０

４
０
，０
０
０

１
８
５
，０
０
０

５
４
３
，０
０
０

１
５
０
，０
０
０

１
，７
９
５
，０
０
０

２
，８
５
７
，３
８
７

３
，９
３
６

２
，６
５
９

１
６
，０
３
６

３
８
，０
９
６

３
５
４
，４
９
４

７
９
１
，７
８
４

７
９
１
，７
８
４

４
９

４
３
，１
１
９

４
３
，１
６
８

２
２
８
，０
０
０

４
４
，０
０
０

２
４
７
，０
０
０

３
０
，０
０
０

１
１
５
，０
０
０

６
６
４
，０
０
０

１
，８
５
３
，４
４
６

６
，７
４
２

２
，６
６
７

１
５
，１
５
９

４
７
，１
４
５

３
７
６
，７
２
２

８
５
９
，５
７
６

８
５
９
，５
７
６

４
０

１
６
，８
１
３

１
６
，８
５
３

２
９
２
，０
０
０

４
６
，０
０
０

１
７
３
，０
０
０

８
４
８
，０
０
０

１
，３
５
９
，０
０
０

２
，６
１
２
，１
５
１

６
，０
１
９

科
　
　
　
　
　
　
目

野
積

場
使

用
料

港
湾
荷
役
機
械
使
用
料

船
舶
給
水
施
設
使
用
料

港
湾
施
設
用
地
使
用
料

１
２
６
，３
９
２

８
４
，３
８
７

２
２
，１
６
７

６
９
，７
６
９

１
１
９
，６
６
８

８
４
，５
１
６

２
１
，７
６
３

７
１
，７
５
６

１
１
７
，２
８
４

９
２
，５
４
４

１
８
，７
３
７

８
３
，１
８
６

平
成
８
年
度

平
成
９
年
度

平
成
１
０
年
度
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①
　
港
湾
施
設
の
使
用
料
は
、
マ
リ
ー
ナ
施
設
使
用
料
の
増
加
等
に
よ
り
年
々
増
加
し
て
お

り
、
港
湾
施
設
の
維
持
管
理
に
係
る
港
湾
施
設
管
理
費
に
つ
い
て
も
、
工
事
請
負
費
（
船

舶
の
定
期
検
査
及
び
移
動
式
施
設
解
体
費
等
）
の
増
加
に
よ
り
年
々
増
加
し
て
い
る
。

②
　
港
湾
施
設
の
建
設
に
係
る
港
湾
施
設
整
備
費
は
、
県
債
の
発
行
に
よ
り
そ
の
所
要
資
金

を
賄
っ
て
い
る
。
平
成
９
年
度
は
港
湾
施
設
の
整
備
事
業
が
減
少
し
た
た
め
、
港
湾
施
設

整
備
費
な
ら
び
に
県
債
の
発
行
額
が
減
少
し
て
い
る
。

③
　
償
還
金
、
利
子
は
年
々
増
加
し
て
い
る
。

④
　
港
湾
施
設
管
理
費
を
使
用
料
で
賄
っ
て
い
る
が
、
使
用
料
の
余
剰
金
で
償
還
金
お
よ
び

利
子
を
負
担
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
一
般
会
計
繰
入
金
と
し
て
補
填
を
う
け
て
い

る
。

こ
の
よ
う
な
関
係
を
明
瞭
に
表
示
す
る
た
め
、
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
書
に
つ
い
て
、

企
業
会
計
に
お
い
て
作
成
さ
れ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
計
算
書
の
考
え
方
を
用
い
て
、
歳

入
歳
出
の
状
況
を
３
つ
の
区
分
に
分
け
て
示
す
こ
と
に
す
る
。
ま
た
特
別
会
計
に
お
け
る
財

産
お
よ
び
債
務
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
貸
借
対
照
表
に
つ
い
て
も
そ
の
作
成
を
試

み
て
い
る
。
さ
ら
に
、
港
湾
整
備
事
業
に
お
け
る
負
担
の
総
額
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、

支
出
を
伴
わ
な
い
費
用
に
つ
い
て
も
認
識
し
て
損
益
計
算
書
を
作
成
し
て
い
る
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
計
算
書

キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
計
算
書
は
、
諸
活
動
を
事
業
活
動
・
投
資
活
動
・
財
務
活
動
に
区

分
し
て
、
各
活
動
に
よ
る
収
入
お
よ
び
支
出
を
表
示
し
、
資
金
の
調
達
及
び
使
途
を
明
ら
か

に
し
、
県
債
の
償
還
能
力
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
計
算
書
は
、
特
別
会
計
決
算
書
お
よ
び
附
属
書
類
に
も
と
づ
き
、

各
財
務
科
目
毎
の
決
算
額
を
事
業
活
動
、
投
資
活
動
お
よ
び
財
務
活
動
に
分
類
し
集
計
し
て

作
成
し
た
。

平
成
８
年
度
か
ら
平
成
　
年
度
ま
で
の
特
別
会
計
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
計
算
書
は

【
表
２
】
の
と
お
り
で
あ
り
、
そ
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
　
事
業
活
動
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
で
は
、
使
用
料
に
よ
り
県
債
利
子
を
除
い
た

事
業
活
動
支
出
を
賄
え
て
は
い
る
が
、
県
債
利
子
の
支
出
ま
で
は
賄
え
な
い
状
況
が
続
い

て
い
る
。

②
　
財
務
活
動
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
の
県
債
発
行
額
を
財
源
と
し
て
、
投
資
活
動

に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
の
港
湾
設
備
へ
の
投
資
支
出
を
賄
っ
て
い
る
。

給
料

職
員

手
当

等

共
済

費

賃
金

旅
費

需
要

費

役
務

費

委
託

料

使
用
料
及
び
賃
借
料

工
事

請
負

費

備
品

購
入

費

負
担
金
補
助
及
び
交
付
金

償
還
金
、
利
子
及
び
割
引
料

公
課

費

港
湾
施
設
管
理
費

給
料

職
員

手
当

等

共
済

費

賃
金

報
償

費

旅
費

需
要

費

役
務

費

委
託

料

使
用
料
及
び
賃
借
料

工
事

請
負

費

公
有

財
産

購
入

費

備
品

購
入

費

補
償
、
補
填
及
び
賠
償
金

公
課

費

港
湾
施
設
整
備
費

３
７
，５
４
７

２
６
，０
０
８

１
１
，９
９
１

５
１
，１
３
７

２
，１
６
０

９
２
，８
４
９

１
５

１
７
，６
４
１

３
，７
５
９

２
９

２
６

２
４
７
，０
９
８

１
３
，１
５
０

１
０
，５
９
５

５
，０
３
５

５
，４
９
５

３
，３
８
５

１
８
，８
０
５

１
，８
３
２

２
０
，６
９
９

４
，８
７
０

１
，７
０
５
，２
５
３

５
，３
７
８

４
９
４９

１
，７
９
５
，０
０
０

３
７
，９
０
７

２
５
，７
６
７

１
２
，０
３
５

２
３
１

５
２
，４
８
０

２
，０
４
４

８
４
，６
１
５

１
１

６
０
，３
６
６

３
６
０

１
３

２
８
２
，５
７
１

８
４
６

５
，７
２
２

６
，０
２
０

２
２
，４
８
７

１
，３
０
７

１
７
，３
４
９

１
，７
５
３

６
０
３
，９
４
１

４
，５
５
１

２
２

６
６
３
，９
９
８

２
９
，８
６
２

２
１
，０
８
６

１
１
，２
１
２

５
３
，１
０
５

１
，８
７
４

９
０
，８
０
７

１
，０
６
４

８
５
，３
７
０

３
６
０１

１
３

３
０
０
，７
７
３

６
８
５

４
，５
５
７

３
，７
６
１

１
７
，３
９
１

２
，７
８
７

１
８
，５
６
３

２
，３
１
１

１
，２
７
５
，４
２
０

３
７
，２
５
２

２
２

１
，３
６
２
，７
４
９

償
還
金
、
利
子
及
び
割
引
料

歳
　
出
　
合
　
計

８
１
５
，２
８
９

２
，８
５
７
，３
８
７

９
０
６
，８
７
７

１
，８
５
３
，４
４
６

９
４
８
，６
２
９

２
，６
１
２
，１
５
１

（
２
）

１
０
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③
　
事
業
活
動
で
は
、
使
用
料
に
よ
り
県
債
利
子
の
支
出
ま
で
は
賄
え
な
い
状
況
が
続
い
て

い
る
た
め
、
県
債
利
子
の
一
部
お
よ
び
財
務
活
動
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
の
県
債

償
還
金
に
つ
い
て
は
、
財
務
活
動
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
の
一
般
会
計
繰
入
金
に

依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

【
表
２
】
秋
田
県
港
湾
整
備
事
業
特
別
会
計
　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
計
算
書

（
単
位
：
千
円
）

区
　
　
　
　
　
分

使
用

料

諸
収

入

収
　
　
入
　
　
合
　
　
計

人
件

費
支

出

需
要

費

委
　

託
　

料

工
事

請
負

費

そ
　

の
　

他

小
　
　
　
　
　
　
　
　
計

県
債

利
子

支
　
　
出
　
　
合
　
　
計

事
業
活
動
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・

フ
ロ
ー

３
４
９
，１
４
３

７
１
，７
６
８

（
４
２
０
，９
１
１
）

１
１
３
，７
５
８

６
９
，９
４
２

９
２
，８
４
９

１
７
，６
４
１

２
１
，４
３
４

３
１
５
，６
２
４

４
２
１
，５
４
７

（
７
３
７
，１
７
１
）

△
　
３
１
６
，２
６
０

３
５
４
，４
９
４

４
３
，１
６
８

（
３
９
７
，６
６
２
）

８
９
，０
１
９

７
４
，９
６
７

８
６
，８
９
５

６
０
，３
６
６

１
２
，３
２
２

３
２
３
，５
６
９

４
４
５
，８
３
１

（
７
６
９
，４
０
０
）

△
　
３
７
１
，７
３
８

３
７
６
，７
２
３

１
６
，８
５
２

（
３
９
３
，５
７
５
）

７
３
，４
２
１

７
０
，４
９
５

９
６
，６
３
１

８
５
，３
７
０

１
２
，１
９
４

３
３
８
，１
１
１

４
３
２
，３
１
８

（
７
７
０
，４
２
９
）

△
　
３
７
６
，８
５
４

Ⅰ
　
事
業
活
動
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー

委
託

費

工
事

請
負

費

備
品

購
入

費

補
償
補
填
及
び
賠
償
金

支
　
　
出
　
　
合
　
　
計

投
資
活
動
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・

フ
ロ
ー

県
債

発
行

額

一
般

会
計

繰
入

金

収
　
　
入
　
　
合
　
　
計

県
債

償
還

金

支
　
　
出
　
　
合
　
　
計

財
務
活
動
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・

フ
ロ
ー（

合
　
　
　
計
　
）

収
　
　
　
入
　
　
　
計

２
０
，６
９
９

１
，７
０
５
，２
５
２

４
９
４

（
１
，７
２
６
，４
４
５
）

１
，７
２
６
，４
４
５

１
，７
９
５
，０
０
０

６
４
１
，４
７
６

（
２
，４
３
６
，４
７
６
）

３
９
３
，７
７
１

（
３
９
３
，７
７
１
）

２
，０
４
２
，７
０
５

２
，８
５
７
，３
８
７

１
５
，０
７
０

６
０
３
，９
４
１

３
，９
９
０

（
６
２
３
，０
０
１
）

６
２
３
，０
０
１

６
６
４
，０
０
０

７
９
１
，７
８
４

（
１
，４
５
５
，７
８
４
）

４
６
１
，０
４
５

（
４
６
１
，０
４
５
）

９
９
４
，７
３
９

１
，８
５
３
，４
４
６

１
２
，７
３
９

１
，２
７
５
，４
１
９

３
７
，２
５
２

（
１
，３
２
５
，４
１
０
）

１
，３
２
５
，４
１
０

１
，３
５
９
，０
０
０

８
５
９
，５
７
６

（
２
，２
１
８
，５
７
６
）

５
１
６
，３
１
２

（
５
１
６
，３
１
２
）

１
，７
０
２
，２
６
４

２
，６
１
２
，１
５
１

Ⅱ
　
投
資
活
動
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー

Ⅲ
　
財
務
活
動
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー

平
成
８
年
度

平
成
９
年
度

平
成
１
０
年
度
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貸
借
対
照
表

貸
借
対
照
表
は
、
資
産
・
負
債
の
状
況
お
よ
び
将
来
の
負
担
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
貸
借
対
照
表
の
作
成
方
法
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
　
固
定
資
産
の
減
価
償
却
計
算

減
価
償
却
資
産
の
取
得
年
月
、
取
得
価
額
お
よ
び
耐
用
年
数
等
の
情
報
は
、
各
年
度
末

に
現
存
す
る
固
定
資
産
に
つ
い
て
、
港
湾
課
作
成
の
港
湾
管
理
者
財
政
収
支
状
況
報
告
書

お
よ
び
港
湾
台
帳
か
ら
入
手
し
た
。
こ
れ
ら
の
情
報
に
も
と
づ
き
、
下
記
の
「
減
価
償
却

の
計
算
方
法
」
に
よ
り
、
各
港
別
に
資
産
の
種
類
毎
に
取
得
価
額
、
減
価
償
却
費
、
減
価

償
却
累
計
額
お
よ
び
期
末
帳
簿
価
額
を
算
定
し
た
。

減
価
償
却
の
計
算
方
法

減
価
償
却
方
法
…
定
額
法

取
得
年
月
…
全
て
事
業
年
度
末
に
取
得
し
た
も
の
と
み
な
し
て
い
る

取
得
価
額
…
原
則
的
に
、
「
港
湾
管
理
者
財
政
収
支
状
況
報
告
書
」
の
「
事
業
費
総

額
」
の
金
額

耐
用
年
数
…
港
湾
課
が
法
定
耐
用
年
数
に
も
と
づ
い
て
設
定
し
た
耐
用
年
数

償
却
開
始
日
…
取
得
年
度
の
翌
年
度
か
ら
償
却
を
開
始
し
て
い
る

②
　
県
債
の
発
行
残
高
、
県
債
利
子
の
支
払
額

県
債
の
発
行
額
・
償
還
額
お
よ
び
県
債
利
子
の
支
払
額
の
算
定
は
、
港
湾
課
作
成
の
港

別
、
年
度
別
の
算
定
表
に
も
と
づ
い
て
行
っ
た
。

③
　
退
職
給
与
引
当
金

平
成
　
年
度
末
に
特
別
会
計
に
経
理
さ
れ
て
い
る
職
員
を
対
象
と
し
て
、
平
成
　
年
度

末
、
平
成
９
年
度
末
お
よ
び
平
成
８
年
度
末
の
退
職
手
当
の
金
額
を
算
定
し
て
い
る
。

④
　
未
払
金

明
許
繰
越
の
事
業
費
お
よ
び
事
故
繰
越
の
事
業
費
等
の
金
額
を
計
上
し
た
。

平
成
８
年
度
か
ら
平
成
　
年
度
ま
で
の
特
別
会
計
の
貸
借
対
照
表
は
【
表
３
】
の
と
お
り

で
あ
り
、
そ
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
　
固
定
資
産
は
、
野
積
場
他
に
よ
る
構
築
物
お
よ
び
ク
レ
ー
ン
他
の
機
械
お
よ
び
装
置
等

か
ら
な
り
、
平
成
９
年
度
を
除
き
年
々
増
加
し
て
い
る
。
平
成
９
年
度
は
、
港
湾
施
設
の

整
備
事
業
が
少
な
く
、
固
定
資
産
の
増
加
よ
り
も
減
価
償
却
費
が
大
き
い
た
め
減
少
し
て

い
る
。
ま
た
、
建
設
仮
勘
定
は
、
秋
田
港
飯
島
南
地
区
ふ
頭
用
地
造
成
事
業
が
進
展
し
な

い
こ
と
に
よ
る
未
完
成
の
港
湾
施
設
が
主
た
る
も
の
で
あ
る
。

②
　
固
定
資
産
の
取
得
資
金
は
、
県
債
発
行
に
よ
り
賄
っ
て
い
る
た
め
、
固
定
資
産
の
増
加

に
応
じ
て
、
県
債
残
高
も
年
々
増
加
し
て
い
る
。

（
３
）

１
０

１
０

１
０

【
表
３
】
港
湾
整
備
事
業
特
別
会
計
　
貸
借
対
照
表

（
単
位
：
千
円
）

支
　
　
　
出
　
　
　
計

収
　
支
　
差
　
額

前
年
度
資
金
残
高

当
年
度
資
金
残
高

２
，８
５
７
，３
８
７――

１
，８
５
３
，４
４
６――

２
，６
１
２
，１
５
１――

７
，５
８
２
，９
４
７

７
，５
８
２
，９
４
７

７
，５
８
２
，９
４
７

９
９
９
，１
４
１

７
，５
２
５
，４
７
２

７
，５
２
５
，４
７
２

７
，５
２
５
，４
７
２

９
５
９
，８
０
８

９
，０
６
７
，８
０
６

９
，０
６
７
，８
０
６

９
，０
６
７
，８
０
６

９
２
０
，６
４
０

科
　
　
　
　
目

（
資
産
の
部
）

Ⅰ
固
定
資
産

有
形
固
定
資
産

建
　
　
　
物

１
０
，８
０
７
，６
７
０

１
０
，７
８
０
，６
７
０

１
０
，７
２
６
，２
４
７

５
４
，４
２
３

１
１
，１
９
４
，６
４
３

１
０
，９
８
９
，６
４
３

１
０
，９
２
９
，２
０
２

６
０
，４
４
１

１
２
，０
８
２
，６
８
７

１
１
，８
３
６
，６
８
７

１
１
，７
７
１
，８
９
０

６
４
，７
９
７

科
　
　
　
　
目

（
負
債
の
部
）

Ⅰ
固
定
負
債

県
　
　
　
　
　
　
債

退
職
給
与
引
当
金

平
成
８
年
度

平
成
９
年
度

平
成
１
０
年
度

平
成
８
年
度

平
成
９
年
度

平
成
１
０
年
度
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②
　
事
業
損
失
が
続
い
て
い
る
現
況
で
は
、
県
債
利
子
の
負
担
を
考
慮
す
る
と
損
益
状
況
は

さ
ら
に
悪
化
す
る
。

③
　
事
業
損
失
に
県
債
利
子
を
加
え
た
当
年
度
純
損
失
が
発
生
し
て
い
る
状
況
が
続
い
て
お

り
、
一
般
会
計
か
ら
の
補
填
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
特
別
会
計
の
事
業
が
継
続
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。

特
別
会
計
の
財
政
状
況
の
改
善
に
つ
い
て

①
　
現
在
の
特
別
会
計
の
財
政
状
況
で
は
、
港
湾
施
設
の
整
備
事
業
は
そ
の
財
源
を
県
債
に

頼
ら
ざ
る
を
得
ず
、
そ
の
た
め
県
債
残
高
は
増
加
し
将
来
の
県
民
負
担
も
増
加
し
て
い
る
。

ま
た
、
使
用
料
を
も
っ
て
県
債
利
子
も
賄
え
な
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
特
別
会
計
事
業

の
継
続
は
一
般
会
計
か
ら
の
補
填
に
依
存
し
て
い
る
。

②
　
事
業
目
的
が
県
全
体
の
経
済
に
関
わ
り
、
事
業
実
施
の
効
果
を
全
て
定
量
的
に
示
し
得

な
い
た
め
、
事
業
評
価
を
行
う
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
、
県
財
政
の
適
正

化
の
見
地
か
ら
は
、
一
般
会
計
か
ら
の
補
填
額
を
減
少
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め

に
コ
ス
ト
削
減
に
取
組
む
必
要
が
あ
る
。

③
　
今
後
も
港
湾
施
設
の
整
備
を
続
け
る
と
し
て
も
、
近
隣
港
湾
と
の
競
争
も
あ
り
、
直
ち

に
施
設
使
用
料
の
増
加
に
よ
る
投
資
額
の
回
収
に
つ
な
が
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、
将
来

の
県
債
償
還
負
担
を
十
分
に
視
野
に
入
れ
た
港
湾
施
設
の
整
備
を
計
画
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
。

損
益
計
算
書

損
益
計
算
書
は
、
人
件
費
、
委
託
料
等
に
加
え
、
支
出
を
伴
わ
な
い
減
価
償
却
費
お
よ
び

退
職
給
与
引
当
金
繰
入
額
、
ま
た
、
他
の
会
計
と
共
通
的
に
従
事
し
て
い
る
職
員
の
人
件
費

配
分
額
を
含
め
た
費
用
総
額
を
算
定
し
、
収
入
と
の
対
比
に
よ
り
、
収
入
に
対
し
て
ど
の
く

ら
い
の
費
用
が
か
け
ら
れ
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

損
益
計
算
書
は
、
特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
書
お
よ
び
附
属
書
類
に
も
と
づ
き
作
成
さ

れ
て
い
る
が
、
以
下
の
算
式
に
よ
り
調
整
し
て
い
る
。

損
益
計
算
書
に
お
け
る
収
入
＝
歳
入
－
県
債
－
一
般
会
計
繰
入
額

損
益
計
算
書
に
お
け
る
費
用
＝
歳
出
－
港
湾
施
設
設
備
費
の
う
ち
固
定
資
産
取
得
額

－
県
債
償
還
金
＋
減
価
償
却
費
＋

退
職
給
与
引
当
金
繰
入
額
＋
間
接
人
件
費
配
分
額

平
成
８
年
度
か
ら
平
成
　
年
度
ま
で
の
特
別
会
計
の
損
益
計
算
書
は
【
表
４
】
の
と
お
り

で
あ
り
、
そ
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
　
事
業
費
用
で
は
、
支
出
を
伴
わ
な
い
減
価
償
却
費
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
、
使
用
料
を

も
っ
て
賄
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
減
価
償
却
費
は
、
過
去
に
固
定
資
産
取
得
の
た

め
に
支
出
し
た
総
額
の
当
期
へ
の
配
分
額
で
あ
り
、
当
期
の
費
用
総
額
を
算
出
す
る
に
あ

た
り
考
慮
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
減
価
償
却
費
お
よ
び
退
職
給
与
引
当
金

繰
入
額
を
加
算
し
て
事
業
費
用
を
算
定
す
る
と
、
使
用
料
で
は
賄
え
ず
事
業
損
失
の
状
況

が
続
い
て
い
る
。

（
４
）

１
０

（
５
）

３
，３
３
２
，４
４
３

１
，４
６
４
，８
４
８

３
７
４
，２
１
３

５
５
，５
４
６

８
，７
５
６

１
，３
４
８
，０
０
０

７
，５
８
２
，９
４
７

３
，１
８
９
，４
１
７

１
，４
３
０
，８
８
８

３
２
８
，０
８
５

５
３
，５
１
８

８
，７
５
６

１
，５
５
５
，０
０
０

７
，５
２
５
，４
７
２

４
，２
０
１
，９
０
６

１
，８
７
１
，２
２
２

２
８
１
，９
５
７

４
６
，８
５
８

１
７
，２
２
３

１
，７
２
８
，０
０
０

９
，０
６
７
，８
０
６

構
　
　
築
　
　
物

機
械
及
び
装
置

船
　
　
　
　
　
舶

車
輌
運
搬
費

工
具
器
具
備
品

建
設
仮
勘
定

合
　
　
計

２
７
，０
０
０

２
７
，０
０
０

△
　
３
，２
２
４
，７
２
３

△
　
３
，２
２
４
，７
２
３

７
，５
８
２
，９
４
７

２
０
５
，０
０
０

２
０
５
，０
０
０

△
　
３
，６
６
９
，１
７
１

△
　
３
，６
６
９
，１
７
１

７
，５
２
５
，４
７
２

２
４
６
，０
０
０

２
４
６
，０
０
０

△
　
３
，０
１
４
，８
８
１

△
　
３
，０
１
４
，８
８
１

９
，０
６
７
，８
０
６

Ⅱ
流
動
負
債

未
　
　
払
　
　
金

（
貸
借
差
額
）

剰
　
　
余
　
　
金

合
　
　
　
　
計
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２
．
秋
田
港
湾
事
務
所
の
合
規
性
の
監
査
結
果

港
湾
施
設
に
係
る
使
用
許
可
申
請
書
の
受
理
か
ら
使
用
許
可
書
の
交
付
ま
で
の
事
務
手
続

き
に
つ
い
て
、
平
成
　
年
度
の
取
引
を
抽
出
し
関
係
証
憑
と
の
突
合
を
実
施
し
た
。

港
湾
施
設
整
備
事
業
費
に
つ
い
て
、
平
成
　
年
度
の
取
引
を
抽
出
し
関
係
証
憑
と
の
突
合

を
実
施
し
た
。

特
に
記
載
す
べ
き
事
項
は
な
い
。

３
．
マ
リ
ー
ナ
施
設
整
備
事
業
の
監
査
結
果

マ
リ
ー
ナ
施
設
の
整
備
事
業
の
概
要
お
よ
び
決
算
の
状
況
に
つ
い
て

県
で
は
、
海
洋
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・
振
興
を
図
る
こ
と
、
地
域
活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
、

港
湾
お
よ
び
河
川
・
海
岸
の
放
置
艇
の
集
約
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
マ
リ
ー
ナ
施
設

の
整
備
事
業
を
推
進
し
て
い
る
。
県
が
設
置
す
る
マ
リ
ー
ナ
施
設
は
、
秋
田
マ
リ
ー
ナ
（
秋

田
港
）
、
男
鹿
マ
リ
ー
ナ
（
船
川
港
）
お
よ
び
本
荘
マ
リ
ー
ナ
（
本
荘
港
）
で
あ
り
、
マ

リ
ー
ナ
施
設
の
管
理
は
、
第
３
セ
ク
タ
ー
に
委
託
し
て
い
る
。

第
３
セ
ク
タ
ー
で
は
、
委
託
事
業
と
し
て
、
県
か
ら
の
委
託
料
（
委
託
料
方
式
）
に
よ
り
、

マ
リ
ー
ナ
施
設
お
よ
び
備
品
の
維
持
管
理
、
マ
リ
ー
ナ
施
設
に
係
る
使
用
許
可
申
請
書
の
受

理
お
よ
び
使
用
許
可
書
の
交
付
、使
用
艇
の
保
管
お
よ
び
揚
降
、使
用
者
に
対
し
て
の
必
要
な

区
　
　
　
　
　
分

Ⅰ
事
業
損
益

使
用
料
及
び
手
数
料

営
業
収
益
合
計

人
　
件
　
費
　
支
　
出

需
　
　
　
　
要
　
　
　
　
費

委
　
　
　
　
託
　
　
　
　
料

工
　
事
　
請
　
負
　
費

そ
　
　
　
　
の
　
　
　
　
他

小
　
　
　
　
　
計

減
　
価
　
償
　
却
　
費

退
職
給
与
引
当
金
繰
入

間
　
接
　
人
　
件
　
費

事
業
費
用
合
計

事
　
業
　
損
　
失

Ⅱ
事
業
外
損
益

３
４
９
，１
４
３

３
４
９
，１
４
３

１
１
３
，７
５
８

６
９
，９
４
２

９
２
，８
４
９

１
７
，６
４
１

１
６
，０
５
６

３
１
０
，２
４
６

４
２
２
，４
８
８

５
，６
２
８

７
３
，０
３
２

８
１
１
，３
９
４

△
　
４
６
２
，２
５
１

３
５
４
，４
９
４

３
５
４
，４
９
４

８
９
，０
２
０

７
４
，９
６
８

８
６
，８
９
５

６
０
，３
６
６

１
１
，７
６
２

３
２
３
，０
１
１

４
１
７
，８
７
５

６
，０
１
８

７
２
，８
６
１

８
１
９
，７
６
５

△
　
４
６
５
，２
７
１

３
７
６
，７
２
２

３
７
６
，７
２
２

７
３
，４
２
１

７
０
，４
９
５

９
６
，６
３
３

８
５
，３
７
０

１
２
，１
８
９

３
３
８
，１
０
８

４
１
０
，５
３
０

４
，３
５
７

７
１
，４
８
９

８
２
４
，４
８
４

△
　
４
４
７
，７
６
２

平
成
８
年
度

平
成
９
年
度

平
成
１
０
年
度

諸
　
　
　
　
収
　
　
　
　
入

営
業
外
収
益
合
計

県
　
　
債
　
　
利
　
　
子

事
業
外
費
用
合
計

経
　
常
　
損
　
失

Ⅲ
特
別
損
益

補
償
補
填
及
賠
償
金

特
別
損
失
合
計

当
年
度
純
損
失

７
１
，７
６
８

７
１
，７
６
８

４
２
１
，
５
４
７

４
２
１
，
５
４
７

△
　
８
１
２
，０
３
０

４
９
４

４
９
４

△
　
８
１
２
，５
２
４

４
３
，１
６
８

４
３
，１
６
８

４
４
５
，８
３
１

４
４
５
，８
３
１

△
　
８
６
７
，９
３
４００

△
　
８
６
７
，９
３
４

１
６
，８
５
２

１
６
，８
５
２

４
３
２
，３
１
７

４
３
２
，３
１
７

△
　
８
６
３
，２
２
７００

△
　
８
６
３
，２
２
７

（
１
）

（
２
）

（
１
）

１
０

１
０

【
表
４
】
港
湾
整
備
事
業
特
別
会
計
　
損
益
計
算
書

（
単
位
：
千
円
）
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指
導
助
言
お
よ
び
協
力
な
ら
び
に
マ
リ
ー
ナ
施
設
内
に
お
け
る
秩
序
の
維
持
、
安
全
管
理
等

を
行
う
他
、
収
益
事
業
と
し
て
、
独
立
採
算
（
利
用
料
金
方
式
）
に
よ
り
、
サ
ビ
ー
ス
工
場

・
マ
リ
ン
シ
ョ
ッ
プ
の
経
営
、
船
舶
用
燃
料
給
油
事
業
等
を
展
開
し
て
い
る
。

県
は
第
３
セ
ク
タ
ー
と
の
委
託
契
約
に
し
た
が
い
、
特
別
会
計
に
お
い
て
、
マ
リ
ー
ナ
施

設
使
用
料
お
よ
び
マ
リ
ー
ナ
施
設
の
管
理
運
営
に
要
す
る
経
費
で
あ
る
委
託
料
を
計
上
し
て

い
る
。
一
方
第
３
セ
ク
タ
ー
で
は
、
委
託
事
業
に
つ
い
て
、
売
上
高
と
し
て
委
託
料
が
計
上

さ
れ
、
売
上
原
価
、
販
売
費
及
び
一
般
管
理
費
と
し
て
委
託
業
務
に
係
る
費
用
が
計
上
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
収
益
事
業
に
つ
い
て
、
売
上
高
と
し
て
収
益
事
業
の
収
入
額
が
計
上
さ
れ
、

売
上
原
価
、
販
売
費
及
び
一
般
管
理
費
と
し
て
収
益
業
務
に
係
る
費
用
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

平
成
８
年
度
か
ら
平
成
　
年
度
ま
で
の
株
式
会
社
マ
リ
ー
ナ
秋
田
業
務
別
損
益
計
算
書
お

よ
び
秋
田
県
マ
リ
ー
ナ
事
業
歳
入
歳
出
内
訳
表
の
状
況
は
【
表
５
】
の
と
お
り
で
あ
り
、
そ

の
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

第
３
セ
ク
タ
ー
の
当
期
利
益
は
黒
字
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
特
別
会
計
の
収
支
は
人
件
費

の
負
担
が
多
い
こ
と
等
に
よ
り
支
出
超
過
で
あ
り
、
収
益
事
業
の
黒
字
と
委
託
事
業
の
赤
字

と
い
う
状
況
が
続
い
て
お
り
、
委
託
事
業
の
赤
字
額
は
一
般
会
計
繰
入
金
に
よ
り
補
填
さ
れ

て
い
る
。
な
お
、
赤
字
額
は
対
前
年
比
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
県
債
利
子
の
負
担
を
考

慮
し
て
お
ら
ず
、
こ
れ
を
加
え
る
と
委
託
事
業
の
赤
字
額
は
さ
ら
に
増
加
す
る
。

以
下
、
マ
リ
ー
ナ
整
備
事
業
の
委
託
事
業
の
赤
字
額
に
係
る
一
般
会
計
繰
入
金
を
削
減
さ

せ
る
方
策
と
し
て
、
マ
リ
ー
ナ
施
設
使
用
料
お
よ
び
第
３
セ
ク
タ
ー
に
対
す
る
委
託
料
の
妥

当
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

１
０

【
表
５
】
株
式
会
社
マ
リ
ー
ナ
秋
田
　
業
務
別
損
益
計
算
書

（
単
位
：
千
円
）

売
上

高

売
上

原
価

売
　
上
　
総
　
利
　
益

役
員

報
酬

費

社
員

給
与

費

嘱
託

社
員

そ
の

他

人
　
件
　
費
　
小
　
計

修
繕

保
守

点
検

費

消
耗

工
具

備
品

費

警
備

費

照
明

暖
房

費

リ
ー

ス
貸

借
料

そ
の

他

６
６
，
４
２
１

６
６
，４
２
１

９
，９
６
２

２
３
，３
９
５

９
，３
８
６

５
３

４
２
，７
９
６

２
，９
３
６

３
，０
３
６

１
，４
４
０

５
，２
４
３

２
，３
２
８

３
，７
１
９

３
３
，２
９
８

１
９
，６
７
６

１
３
，６
２
２

１
，３
４
４

７
７
３

２
，１
１
７

６
５
６

１
，０
１
８

１
，３
２
４

１
，５
２
８

９
９
，７
１
９

１
９
，６
７
６

８
０
，０
４
３

９
，９
６
２

２
３
，３
９
５

１
０
，７
３
０

８
２
６

４
４
，９
１
３

２
，９
３
６

３
，６
９
５

１
，４
４
０

６
，２
６
１

３
，６
５
２

５
，２
４
７

６
７
，４
８
２

６
７
，４
８
２

１
０
，０
６
０

２
６
，０
８
１

１
１
，０
３
８

５
３

４
７
，２
３
２

３
，５
９
８

２
，０
１
２

１
，４
４
０

５
，１
２
４

２
，２
０
４

３
，６
５
１

３
３
，７
１
９

１
８
，８
８
６

１
４
，８
３
３

３
７
８

１
，１
５
６

１
，５
３
４

１
，１
４
０

１
，０
０
４

１
，５
０
６

１
，７
９
９

１
０
１
，２
０
１

１
８
，８
８
６

８
２
，３
１
５

１
０
，０
６
０

２
６
，０
８
１

１
１
，４
１
６

１
，２
０
９

４
８
，７
６
６

３
，５
９
８

３
，１
５
２

１
，４
４
０

６
，１
２
８

３
，７
１
０

５
，４
５
０

７
３
，１
９
０

７
３
，１
９
０

１
０
，２
８
９

２
７
，６
７
５

１
５
，４
７
０

５
７

５
３
，４
９
１

３
，８
６
６

３
０
０

１
，４
４
０

５
，５
０
０

２
，０
５
０

４
，０
８
７

３
６
，７
６
５

１
７，
７
１
０

１
９
，０
５
５

８
６

５
３
９

６
２
５

２
，５
７
３

１
，８
０
７

９
５
５

１
，５
８
９

１
，３
９
４

１
０
９
，９
５
５

１
７
，７
１
０

９
２
，２
４
５

１
０
，２
８
９

２
７
，６
７
５

１
５
，５
５
６

５
９
６

５
４
，１
１
６

６
，４
３
９

２
，１
０
７

１
，４
４
０

６
，４
５
５

３
，６
３
９

５
，４
８
１

委
託
事
業

収
益
事
業

平
　
　
成
　
　
８
　
　
年
　
　
度

平
　
　
成
　
　
９
　
　
年
　
　
度

平
　
　
成
　
　
１
０
　
　
年
　
　
度

合
　
　
　
計

委
託
事
業

収
益
事
業

合
　
　
　
計

委
託
事
業

収
益
事
業

合
　
　
　
計
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額
で
あ
る
と
い
え
る
。

比
較
し
た
団
体
は
、
室
蘭
港
エ
ン
ル
ム
マ
リ
ー
ナ
（
北
海
道
）、
小
樽
港
マ
リ
ー
ナ

（
北
海
道
）
お
よ
び
鼠
ヶ
関
マ
リ
ー
ナ
（
山
形
県
）
で
あ
る
。
な
お
、
下
記
の
表
は
年
間

の
各
マ
リ
ー
ナ
の
料
金
表
の
比
較
で
あ
り
、
地
域
的
格
差
お
よ
び
設
備
仕
様
等
諸
条
件
の

相
違
は
捨
象
し
て
い
る
。
ま
た
、
秋
田
マ
リ
ー
ナ
、
鼠
ヶ
関
マ
リ
ー
ナ
に
は
県
内
居
住
者

に
対
す
る
減
免
措
置
が
あ
り
、
こ
こ
で
は
県
内
居
住
者
用
の
料
金
を
記
載
し
て
い
る
。

（
単
位
：
円
）

秋
田
県
マ
リ
ー
ナ
事
業
歳
入
歳
出
内
訳
表

マ
リ
ー
ナ
施
設
使
用
料
の
現
状
と
今
後
の
改
善
点

①
　
マ
リ
ー
ナ
施
設
使
用
料
の
類
似
団
体
比
較

近
隣
の
マ
リ
ー
ナ
施
設
の
マ
リ
ー
ナ
施
設
使
用
料
と
比
較
し
た
結
果
は
以
下
の
と
お
り

で
あ
り
、
県
の
マ
リ
ー
ナ
施
設
使
用
料
は
近
隣
の
マ
リ
ー
ナ
施
設
の
使
用
料
に
比
べ
て
低

（
２
）

維
持
管
理
費
小
計

旅
費

交
通

費

広
告

宣
伝

費

そ
の

他

利
用
促
進
費
小
計

再
　
　
　
　
　
計

交
際

費

租
税

課
金

減
価

償
却

費

そ
の

他

小
　
　
　
　
　
計

販
売
費
及
び
一
般
管
理
費
合
計

営
　
業
　
利
　
益

１
８
，７
０
２

９
２
２

２
，６
１
０

１
，３
９
１

４
，９
２
３

６
６
，４
２
１

６
６
，４
２
１

４
，５
２
９

３
５

４
４
０

４
７
５

７
，１
２
１

５
１
６

１
，５
１
４

１
，８
９
２

２
０
４

４
，１
２
６

１
１
，２
４
７

２
，３
７
５

２
３
，２
３
１

９
２
２

２
，６
４
５

１
，８
３
１

５
，３
９
８

７
３
，５
４
２

５
１
６

１
，５
１
４

１
，８
９
２

２
０
４

４
，１
２
６

７
７
，６
６
８

２
，３
７
５

１
８
，０
２
９

７
３
９

３
８
７

１
，０
９
５

２
，２
２
１

６
７
，４
８
２

６
７
，４
８
２

５
，４
４
９

２
４
９

４
２
３

１
，８
５
３

２
，５
２
５

９
，５
０
８

４
２
３

４
８
７

１
，９
４
６

３
４
５

３
，２
０
１

１
２
，７
０
９

２
，１
２
４

２
３
，４
７
８

９
８
８

８
１
０

２
，９
４
８

４
，７
４
６

７
６
，９
９
０

４
２
３

４
８
７

１
，９
４
６

３
４
５

３
，２
０
１

８
０
，１
９
１

２
，１
２
４

１
７
，２
４
３

８
６
０

５
５
０

１
，０
４
６

２
，４
５
６

７
３
，１
９
０

７
３
，１
９
０

８
，３
１
８

２
１
３

２
１
２

１
，６
５
０

２
，０
７
５

１
１
，０
１
８

５
１
７

１
，３
５
６

２
，５
１
０

１
９
４

４
，５
７
７

１
５
，５
９
５

３
，４
６
０

２
５
，５
６
１

１
，０
７
３

７
６
２

２
，６
９
６

４
，５
３
１

８
４
，２
０
８

５
１
７

１
，３
５
６

２
，５
１
０

１
９
４

４
，５
７
７

８
８
，７
８
５

３
，４
６
０

平
成
１
０
年
度

４
７
，１
４
５

７
３
，１
９
０

△
　
２
６
，０
４
５

平
成
９
年
度

３
８
，０
９
６

６
７
，４
８
２

△
　
２
９
，３
８
６

平
成
８
年
度

２
７
，３
５
３

６
６
，４
２
１

△
　
３
９
，０
６
８

秋
田
県
マ
リ
ー
ナ
施
設
使
用
料

マ
リ
ー
ナ
整
備
事
業
費
委
託
費

秋
田
県
歳
入
歳
出
差
額

小
樽

港
マ
リ
ー
ナ

３１６
，８００

３４３
，２００

室
蘭
港
エ
ン
ル

ム
マ
リ
ー
ナ

２４７
，２００

２８１
，１９０

マ
リ
ー
ナ
秋
田

９２
，９３３

１０５
，８００

艇
置
場
の
区
分

陸
上
艇
置
場

７
．５
メ
ー
ト
ル
以
下

８
メ
ー
ト
ル
以
下

鼠
ヶ

関
マ
リ
ー
ナ

１５８
，６４０

１５８
，６４０
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②
　
現
状
の
マ
リ
ー
ナ
施
設
使
用
料
の
設
定
に
つ
い
て

マ
リ
ー
ナ
施
設
使
用
料
設
定
に
つ
い
て
は
、
平
成
５
年
度
に
開
催
し
た
「
秋
田
県
マ

リ
ー
ナ
研
究
会
」
お
よ
び
「
第
三
セ
ク
タ
ー
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
会
」
に
お
け
る
協

議
・
審
議
を
踏
ま
え
検
討
し
た
結
果
、
マ
リ
ー
ナ
施
設
使
用
料
が
決
定
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
後
も
改
定
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
基
本
的
な
マ
リ
ー
ナ
施
設
使
用
料
決
定
の
根
拠
お
よ

び
考
え
方
は
継
続
し
て
い
る
。

使
用
料
の
設
定
に
つ
い
て
は
、
平
成
６
年
　
月
に
作
成
し
て
い
る
「
マ
リ
ー
ナ
施
設
使

用
料
の
設
定
に
つ
い
て
」
に
そ
の
算
定
方
法
が
示
さ
れ
て
い
る
。

施
設
道
路
・
駐
車
場
等
公
共
性
の
高
い
施
設
を
除
い
た
整
備
費
お
よ
び
管
理
費
を
対
象

と
し
て
算
出
し
た
原
価
を
計
画
隻
数
に
よ
り
除
し
て
、
県
内
所
有
者
が
所
有
す
る
専
用
使

用
の
艇
の
１
隻
に
つ
い
て
１
年
当
た
り
の
原
価
を
算
定
し
、
こ
れ
を
基
礎
に
基
準
と
な
る

艇
の
長
さ
１
メ
ー
ト
ル
当
た
り
の
年
間
使
用
料
を
決
定
し
て
い
る
。
な
お
、
１
隻
当
た
り

の
年
間
使
用
料
の
決
定
に
あ
た
っ
て
は
、
艇
の
長
さ
の
刻
み
を
　
㎝
単
位
と
し
、
長
さ
に

よ
る
累
進
性
を
採
用
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
算
定
方
法
に
は
、
以
下
の
と
お
り
問
題
点

が
見
受
け
ら
れ
る
。

・
施
設
整
備
費
お
よ
び
管
理
費
を
計
画
隻
数
に
よ
り
除
し
て
１
隻
当
た
り
の
原
価
を
算
出

し
て
い
る
が
、
計
画
隻
数
に
は
計
画
当
初
の
　
　
　
隻
が
使
わ
れ
て
お
り
、
平
成
　
年

度
末
現
在
の
実
際
隻
数
　
　
隻
と
比
べ
て
か
な
り
多
い
。
施
設
収
用
能
力
隻
数
を
基
礎

に
す
る
等
、
一
隻
あ
た
り
の
原
価
を
算
定
す
る
に
あ
た
っ
て
適
正
な
算
定
方
法
を
検
討

す
べ
き
で
あ
る
。

・
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
事
業
費
に
つ
い
て
は
、
委
託
事
業
と
収
益
事
業
業
務
が
折
半
し
て
負
担

す
る
も
の
と
し
て
、
そ
の
　
％
が
原
価
に
含
め
ら
れ
て
い
な
い
。
現
在
、
委
託
事
業
は

収
益
事
業
に
比
べ
て
事
業
規
模
が
か
な
り
大
き
い
た
め
、
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
事
業
費
の
大

部
分
を
原
価
に
算
入
す
べ
き
で
あ
る
。

・
管
理
運
営
に
要
す
る
費
用
（
管
理
運
営
委
託
料
）
に
つ
い
て
は
、
県
有
財
産
と
し
て
管

理
上
必
要
な
経
費
を
控
除
し
た
残
額
を
も
っ
て
原
価
と
し
て
お
り
、
％
程
度
が
原
価

に
算
入
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
は
、
原
価
の
計
算
で
は
公
共
性
の
高
い
施
設

の
施
設
管
理
費
は
除
外
さ
れ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
い
る
が
、
マ
リ
ー
ナ
施
設
が
高
度

の
公
共
性
を
有
し
て
い
る
と
は
い
い
難
い
の
で
、
管
理
委
託
料
の
原
価
算
入
割
合
に
つ

い
て
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

③
　
使
用
料
単
価
の
適
正
化
に
つ
い
て

上
記
の
と
お
り
、
本
県
の
使
用
料
単
価
は
、
他
の
自
治
体
の
使
用
料
に
比
較
し
て
低
額

で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
算
定
方
法
は
秋
田
マ
リ
ー
ナ
お
よ
び
男
鹿
マ
リ
ー
ナ
の
供
用
開
始

前
に
設
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
現
状
と
大
き
く
乖
離
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
原
価
計
算

は
実
態
を
も
と
に
行
い
、
使
用
料
算
定
方
法
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

第
３
セ
ク
タ
ー
に
支
払
う
県
の
委
託
料
に
関
す
る
問
題
点
と
今
後
の
改
善
点

①
　
マ
リ
ー
ナ
委
託
料
の
現
状
に
つ
い
て

マ
リ
ー
ナ
委
託
料
の
予
算
の
算
定
に
際
し
、
人
件
費
、
維
持
管
理
費
、
利
用
促
進
費
の

各
項
目
に
つ
い
て
個
別
に
積
算
し
て
お
り
、
県
が
支
払
う
委
託
料
は
当
初
予
算
額
を
も
っ

て
精
算
さ
れ
て
い
る
。
精
算
に
あ
た
っ
て
、
実
際
の
費
用
発
生
額
に
も
と
づ
い
て
行
わ
れ

る
よ
う
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
第
３
セ
ク
タ
ー
の
決
算
で
は
、
委
託
事
業
費
と
収
益
事
業
費
が
区
分
さ
れ
経
理

さ
れ
て
い
る
が
、
委
託
業
務
お
よ
び
収
益
業
務
に
共
通
し
て
発
生
す
る
経
費
の
区
分
が
曖

昧
で
あ
る
。

②
　
マ
リ
ー
ナ
委
託
料
の
適
正
化
に
つ
い
て

第
３
セ
ク
タ
ー
の
決
算
に
あ
た
り
、
委
託
事
業
費
と
収
益
事
業
費
を
明
確
に
区
分
す
る

必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
に
は
、
委
託
業
務
お
よ
び
収
益
業
務
に
共
通
し
て
発
生
す
る
経

費
を
、
各
業
務
に
適
正
な
負
担
を
行
う
よ
う
に
業
務
量
等
の
合
理
的
な
基
準
に
よ
り
按
分

計
算
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

県
は
、
マ
リ
ー
ナ
施
設
の
管
理
を
第
３
セ
ク
タ
ー
に
委
託
し
て
い
る
が
、
マ
リ
ー
ナ
事

業
を
委
託
事
業
と
収
益
事
業
に
分
け
、
委
託
料
方
式
と
利
用
料
金
方
式
を
併
用
し
て
い
る
。

こ
の
併
用
方
式
は
、
第
３
セ
ク
タ
ー
に
と
っ
て
安
定
し
た
経
営
が
で
き
、
ま
た
、
県
に

と
っ
て
は
委
託
事
業
収
支
が
黒
字
の
場
合
に
は
使
用
料
収
入
を
起
債
償
還
財
源
に
充
て
る

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
利
点
が
あ
る
。
し
か
し
、
第
３
セ
ク
タ
ー
が
委
託
事
業
と
収
益
事

業
の
両
方
の
実
施
主
体
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
両
事
業
の
費
用
負
担
に
曖
昧
な
点
が
あ
る
場

合
、
第
３
セ
ク
タ
ー
に
原
価
削
減
の
意
欲
が
生
じ
に
く
く
、
県
へ
の
依
存
体
質
を
解
消
し

に
く
い
と
い
う
欠
点
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
委
託
料
方
式
と
利
用
料
金
方
式
を
併
用
に

あ
た
っ
て
は
、
第
３
セ
ク
タ
ー
の
委
託
事
業
費
と
収
益
事
業
費
を
明
確
に
区
分
し
、
委
託

料
の
精
算
に
あ
た
り
実
際
の
費
用
発
生
額
に
も
と
づ
い
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
不
可
欠
と
な

る
。

３８６
，１００

４７１
，９００

３３３
，７２０

４２４
，８７５

１８０
，２００

２５９
，３３３

海
上
艇
置
場

８
．５
メ
ー
ト
ル
以
下

１０
メ
ー
ト
ル
以
下

－－

１
２

１
０

５
０

１
，２
０
１

３
５
１５
０

４
０

（
３
）
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第
３
　
利
害
関
係

監
査
の
対
象
と
し
た
事
件
に
つ
き
、
私
は
地
方
自
治
法
第
　
　
条
の
　
の
規
定
に
よ
り
記
載

す
べ
き
利
害
関
係
は
な
い
。

以
上

Ⅱ
　
秋
田
県
公
営
企
業
に
お
け
る
土
地
造
成
・
資
金
運
用
事
業
の
運
営
状
況
に
つ
い
て

包
括
外
部
監
査
の
結
果
報
告
書

第
１
　
監
査
の
概
要

１
．
監
査
の
種
類

地
方
自
治
法
第
　
　
条
の
　
第
１
項
に
基
づ
く
包
括
外
部
監
査

２
．
選
定
し
た
特
定
の
事
件

外
部
監
査
対
象

秋
田
県
公
営
企
業
に
お
け
る
土
地
造
成
・
資
金
運
用
事
業
の
運
営
状
況
に
つ
い
て

外
部
監
査
対
象
期
間

平
成
８
年
度
か
ら
平
成
　
年
度
ま
で
（
た
だ
し
、
必
要
に
応
じ
て
平
成
６
年
度
ま
で
遡
っ

て
対
象
と
し
て
い
る
）

３
．
事
件
を
選
定
し
た
背
景

近
年
、
地
方
公
共
団
体
の
公
営
企
業
、
土
地
公
社
等
で
所
有
し
て
い
る
土
地
に
つ
い
て
、
多

額
の
含
み
損
が
生
じ
て
い
る
、
ま
た
、
長
期
保
有
土
地
で
処
分
の
見
込
み
が
な
い
等
の
問
題
点

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
取
得
資
金
が
長
期
間
固
定
化
さ
れ
、
さ
ら
に
は
、

取
得
資
金
を
借
入
金
等
で
賄
っ
て
い
る
場
合
に
は
追
加
的
に
金
利
負
担
を
生
じ
る
と
い
う
問
題

が
あ
る
。

県
企
業
局
所
有
の
土
地
の
な
か
に
同
様
の
問
題
が
生
じ
て
い
る
場
合
に
は
、
将
来
の
県
財
政

の
負
担
を
増
加
さ
せ
る
懸
念
が
あ
る
。

ま
た
、
企
業
局
の
他
の
会
計
に
対
す
る
貸
付
金
に
、
回
収
が
不
能
ま
た
は
困
難
な
も
の
が
あ

る
か
ど
う
か
検
討
す
る
。

４
．
外
部
監
査
の
方
法

監
査
の
視
点

①
　
保
有
土
地
は
、
企
業
局
で
保
有
す
る
こ
と
が
適
切
な
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
。

②
　
保
有
土
地
は
、
登
記
簿
上
所
有
権
が
完
全
に
確
保
さ
れ
て
い
る
か
。
ま
た
、
所
在
地
・

面
積
に
つ
い
て
土
地
明
細
表
と
登
記
簿
謄
本
の
記
載
が
一
致
し
て
い
る
か
。

③
　
保
有
土
地
の
帳
簿
価
額
と
時
価
を
比
較
し
、
多
額
の
含
み
損
の
発
生
し
て
い
る
土
地
が

な
い
か
。

④
　
資
金
運
用
収
益
並
び
に
資
金
使
途
は
適
正
か
。

⑤
　
企
業
局
内
の
他
の
会
計
に
対
す
る
貸
付
金
の
う
ち
、
相
手
先
の
経
営
状
況
に
よ
っ
て
回

収
が
困
難
と
思
わ
れ
る
も
の
は
な
い
か
。

監
査
の
手
続

土
地
造
成
事
業
に
つ
い
て
、
秋
田
県
企
業
局
土
地
造
成
・
資
金
運
用
事
業
会
計
の
決
算
書
、

土
地
台
帳
、
固
定
資
産
明
細
表
、
そ
の
他
の
会
計
資
料
の
吟
味
、
会
議
録
の
閲
覧
、
関
係
者

へ
の
質
問
を
行
っ
て
保
有
土
地
に
つ
い
て
の
問
題
点
を
抽
出
し
た
。
ま
た
、
一
部
土
地
に
つ

い
て
、
現
地
視
察
を
行
い
、
現
況
の
把
握
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
、
保
有
土
地
に
つ
い
て
、
時

価
の
算
定
を
行
い
、
含
み
損
益
の
状
況
を
把
握
し
た
。

資
金
運
用
事
業
会
計
に
つ
い
て
は
、
上
記
決
算
書
、
そ
の
他
の
会
計
資
料
の
吟
味
、
会
議

録
の
閲
覧
、
関
係
者
へ
の
質
問
を
行
っ
て
、
資
金
運
用
と
運
用
収
益
の
使
途
に
関
す
る
問
題

点
を
抽
出
し
た
。

５
．
外
部
監
査
の
実
施
期
間

平
成
　
年
７
月
　
日
か
ら
平
成
　
年
２
月
３
日
ま
で

第
２
　
監
査
の
結
果

Ⅰ
．
土
地
造
成
事
業

１
．
土
地
造
成
事
業
の
概
要
と
経
営
状
況

概
要

土
地
造
成
事
業
は
、
昭
和
　
年
「
秋
田
港
湾
地
区
工
業
地
帯
整
備
事
業
」
の
一
環
と
し
て
、

知
事
部
局
に
お
い
て
土
地
造
成
事
業
が
開
始
さ
れ
、
翌
年
に
旧
雄
物
川
の
河
川
敷
お
よ
び
し
　

ゅ
ん
せ
つ
に
よ
っ
て
約
　
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の
用
地
が
造
成
さ
れ
た
が
、
昭
和
　
年
企
業
局

が
こ
の
造
成
地
（
向
浜
地
区
）
の
全
面
移
管
を
受
け
、
公
営
企
業
に
よ
る
土
地
造
成
事
業
が

発
足
し
た
。

土
地
造
成
事
業
の
経
営
状
況

①
　
土
地
造
成
・
資
金
運
用
事
業
会
計
の
財
政
状
態

土
地
造
成
事
業
と
資
金
運
用
事
業
の
会
計
は
、
個
々
に
独
立
し
た
会
計
単
位
で
は
な
く
、

「
土
地
造
成
・
資
金
運
用
事
業
会
計
」
と
し
て
設
定
さ
れ
て
お
り
、
平
成
　
年
度
末
の
要

約
貸
借
対
照
表
は
次
頁
の
と
お
り
で
あ
る
。

知
事
部
局
か
ら
向
浜
地
区
の
土
地
を
無
償
で
譲
り
受
け
た
こ
と
、
土
地
造
成
お
よ
び
販

売
が
比
較
的
順
調
に
推
移
し
た
こ
と
等
の
理
由
に
よ
り
、
金
融
機
関
か
ら
の
有
利
子
借
入

金
は
な
く
、
ま
た
、
総
資
産
の
　
　
％
が
借
入
資
本
金
を
含
む
資
本
で
あ
り
、
財
政
状
態

は
健
全
で
あ
る
。

平
成
　
年
３
月
　
日
現
在
要
約
貸
借
対
照
表

（
単
位
：
千
円
）

２
５
２

２
９

（
１
）

（
２
）

（
１
）

科
　
　
　
　
　
目

金
　
　
額

科
　
　
　
　
　
目

金
　
　
　
額

２
５
２

３
７

１
０

１
１

２
６

１
２

（
２
）

（
１
）

（
２
）

３
５

３
５

３
７

１
０

９
９
．９

１
１

３
１
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②
　
土
地
造
成
・
資
金
運
用
事
業
会
計
に
お
け
る
土
地
売
買
損
益
の
状
況（
単
位
：
千
円
）

５
期
連
続
し
て
土
地
売
買
収
益
を
計
上
し
て
い
る
。

③
　
保
有
土
地
の
残
高
の
推
移

（
単
位
：
千
円
）

④
　
県
企
業
局
保
有
の
土
地
は
、
会
計
処
理
上
以
下
の
三
勘
定
に
区
分
さ
れ
、
「
土
地
造

成
・
資
金
運
用
事
業
会
計
勘
定
科
目
表
」
で
次
の
と
お
り
定
め
ら
れ
て
い
る
。

・
土
地
（
有
形
固
定
資
産
）

「
土
地
造
成
勘
定
」
か
ら
「
造
成
土
地
」
へ
の
振
替
え
の
際
、
固
定
資
産
と
し
て
整

理
す
る
こ
と
が
適
当
と
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
整
理
す
る
。

・
土
地
造
成
（
流
動
資
産
）

「
土
地
造
成
勘
定
」
の
完
成
部
分
に
つ
い
て
「
土
地
造
成
勘
定
」
か
ら
振
替
え
ら
れ

た
も
の
を
地
区
別
に
整
理
す
る
。

・
土
地
造
成
勘
定
（
流
動
資
産
）

造
成
中
の
諸
経
費
を
地
区
別
に
整
理
す
る
勘
定
で
あ
る
。
造
成
完
成
後
は
、「
造
成

土
地
」、「

土
地
」
等
の
該
当
科
目
に
振
替
え
る
。

上
記
の
各
勘
定
科
目
の
具
体
的
な
内
容
を
記
載
す
る
と
下
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

・
土
地公
共
減
歩
に
よ
っ
て
道
路
敷
・
側
溝
等
と
し
て
残
っ
て
い
る
土
地
、
処
分
不
能
又
は

著
し
く
困
難
な
保
安
林
、
林
地
及
び
開
発
済
み
で
公
共
用
貸
付
地
と
な
っ
て
い
る
土
地

・
造
成
土
地

販
売
目
的
で
保
有
す
る
造
成
済
み
の
工
業
用
分
譲
地

・
土
地
造
成
勘
定

工
業
団
地
と
し
て
未
造
成
で
あ
る
が
、
近
い
将
来
造
成
が
見
込
ま
れ
る
工
業
用
分
譲

地
お
よ
び
現
在
造
成
中
の
分
譲
地

⑤
　
観
光
施
設
事
業
会
計
へ
の
貸
付
金
に
つ
い
て

平
成
　
年
度
末
に
お
け
る
長
期
貸
付
金
の
内
訳
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

固
定
資
産

有
形
固
定
資
産

土
地

備
品

建
設
仮
勘
定

有
形
固
定
資
産
合
計

無
形
固
定
資
産
合
計

出
資
金

長
期
貸
付
金

投
資
合
計

固
定
資
産
合
計

流
動
資
産

造
成
土
地

土
地
造
成
勘
定

現
金
預
金

未
収
金

流
動
資
産
合
計

資
産
合
計

３
１
６
，６
８
１

１
０
７

５
９
，０
４
８

３
７
５
，８
３
６７

８
，０
０
０

１
，２
９
０
，４
９
０

１
，２
９
８
，４
９
０

１
，６
７
４
，３
３
３

１
，０
９
２
，５
５
３

８
，３
９
６
，７
２
９

１
２
，１
８
６
，９
５
６

４
４
，３
３
６

２
１
，７
２
０
，５
７
４

２
３
，３
９
４
，９
０
７

固
定
負
債

退
職
給
与
引
当
金

固
定
負
債
合
計

流
動
負
債

未
払
金

そ
の
他
流
動
負
債

流
動
負
債
合
計

負
債
合
計

資
本
金

自
己
資
本
金

借
入
資
本
金

資
本
金
合
計

剰
余
金
合
計

資
本
合
計

負
債
資
本
合
計

２
０
，５
８
９

２
０
，５
８
９

９
８
２

１
０
９

１
，０
９
１

２
１
，６
８
０

１
４
，８
７
０
，８
４
２

４
，９
０
３
，０
０
０

１
９
，７
７
３
，８
４
２

３
，５
９
９
，３
８
５

２
３
，３
７
３
，２
２
７

２
３
，３
９
４
，９
０
７

平
成
１
０
年
度

５
４
４
，９
７
６

２
５
１
，７
８
１

２
９
３
，１
９
５

平
成
９
年
度

１
，８
７
８
，４
４
３

１
，１
３
３
，０
５
９

７
４
５
，３
８
４

平
成
８
年
度

２
，６
９
０
，５
８
８

１
，７
３
６
，０
０
９

９
５
４
，５
７
９

平
成
７
年
度

１
，０
４
７
，２
８
９

１
５
４
，５
３
７

８
９
２
，７
５
２

平
成
６
年
度

９
４
０
，４
４
７

４
４
６
，１
５
３

４
９
４
，２
９
４

項
　
　
目

土
地
売
却
代

土
地
売
却
原
価

売
上
総
利
益

平
成
１
０
年
度

３
１
６
，６
８
１

１
，０
９
２
，５
５
３

８
，３
９
６
，７
２
９

９
，８
０
５
，９
６
３

平
成
９
年
度

３
１
６
，６
８
１

１
，１
１
６
，７
７
３

８
，５
４
４
，７
０
５

９
，９
７
８
，１
５
９

平
成
８
年
度

３
１
６
，６
８
１

１
，７
４
７
，１
０
５

８
，９
８
９
，３
９
２

１
１
，０
５
３
，１
７
８

平
成
７
年
度

３
１
６
，６
８
１

１
，９
６
２
，３
４
４

９
，５
０
５
，３
１
９

１
１
，７
８
４
，３
４
４

平
成
６
年
度

３
３
６
，１
７
８

２
，０
９
０
，１
３
４

７
，７
６
８
，２
７
４

１
０
，１
９
４
，５
８
６

勘
定
名

土
　
　
　
　
地

造
成
土
地

土
地
造
成
勘
定

合
　
　
計

１
０
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観
光
施
設
事
業
会
計
へ
の
長
期
貸
付
金
の
う
ち
、
男
鹿
水
族
館
に
対
す
る
　
　
　
　
千

円
に
つ
い
て
は
、
水
族
館
事
業
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
回
収
に
困
難
を
き
た
す
お

そ
れ
が
あ
る
。

ま
た
、
男
鹿
桜
島
荘
に
対
す
る
貸
付
金
　
　
　
　
千
円
は
、
当
該
事
業
の
現
在
の
状
況

か
ら
判
断
す
る
と
回
収
に
長
期
間
を
要
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

２
．
土
地
造
成
事
業
が
保
有
す
る
土
地
の
管
理
状
況

土
地
台
帳
と
登
記
簿
謄
本
と
の
照
合

平
成
　
年
度
末
に
土
地
造
成
事
業
が
保
有
す
る
す
べ
て
の
土
地
に
つ
い
て
、
土
地
台
帳
と

登
記
簿
謄
本
を
照
合
し
た
結
果
を
地
区
別
に
ま
と
め
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
単
位
：
㎡
　
小
数
点
以
下
４
捨
５
入
）

項
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目

観
光
施
設
事
業
会
計

男
鹿

水
族

館

男
鹿

桜
島

荘

貸
付
金
額（
千
円
）

３
４
５
，７
１
５

８
９
３
，７
７
５

５
１
，０
０
０

１
，２
９
０
，４
９
０

工
　
業
　
用
　
水
　
道
　
事
　
業
　
会
　
計

合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計

土
地
台
帳
と
登
記
簿
謄
本
の
面
積
を
照
合
し
た
結
果
、
向
浜
地
区
で
大
き
な
差
異
が
発
生

し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
知
事
部
局
か
ら
の
引
継
時
点
で
の
差
異
が
主
な
原
因
と
み
ら
れ
る
。

な
お
、
そ
の
他
の
地
区
の
差
異
の
主
な
原
因
と
し
て
、
記
帳
時
に
お
け
る
実
測
面
積
と
登
記

簿
面
積
の
不
徹
底
が
考
え
ら
れ
る
。

実
測
を
行
っ
て
い
な
い
す
べ
て
の
土
地
に
つ
い
て
実
測
す
る
に
は
多
額
の
費
用
が
か
か
る

の
で
、
売
却
時
順
次
測
量
を
実
施
し
、
台
帳
と
登
記
簿
と
の
面
積
の
差
異
の
原
因
を
明
ら
か

に
す
る
必
要
が
あ
る
。

土
地
造
成
事
業
の
事
務
手
続
の
検
証
に
つ
い
て

造
成
土
地
事
業
の
事
務
手
続
は
県
財
務
規
則
に
準
拠
し
て
行
わ
れ
て
い
る
が
、
売
却
に
つ

い
て
は
、
さ
ら
に
業
務
概
要
に
、
「
７
．
秋
田
県
工
業
用
地
分
譲
方
針
」
、
「
８
．
土
地
貸
　

付
料
算
定
基
準
要
領
」
、
「
９
．
造
成
土
地
売
却
価
格
決
定
協
議
会
要
綱
」
及
び
「
．
企

業
局
土
地
売
却
審
査
会
要
綱
」
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
基
づ
き
売
却
手
続
が
実
施
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
土
地
の
取
得
に
つ
い
て
は
、
不
動
産
鑑
定
士
の
評
価
額
を
参
考
価
格
と

し
て
入
手
し
、
売
買
契
約
締
結
、
支
出
負
担
行
為
伺
等
の
一
連
の
手
続
を
実
施
し
て
い
る
。

向
浜
、
下
新
城
お
よ
び
秋
田
新
都
市
地
区
に
つ
い
て
稟
議
書
、
売
買
契
約
書
等
の
地
区
別

フ
ァ
イ
ル
を
通
査
し
た
結
果
、
特
に
指
摘
す
べ
き
事
項
は
な
い
。

３
．
保
有
土
地
の
現
状

土
地
造
成
事
業
が
保
有
す
る
土
地
を
保
有
形
態
別
に
分
類
す
る
と
、
下
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

・
公
共
用
貸
付
地
と
し
て
有
償
或
い
は
無
償
貸
付
し
、
既
に
販
売
目
的
と
し
て
保
有
し
て
い

な
い
土
地

・
開
発
に
長
期
間
を
要
す
る
造
成
予
定
地
、
ま
た
は
現
在
造
成
中
の
土
地

・
開
発
は
完
了
し
て
い
る
が
、
未
だ
売
却
さ
れ
て
い
な
い
土
地

３
４
５
，７
１
５

８
９
３
，７
７
５

（
１
）

１
０

地
　
　
　
区

船
越

追
分

西

追
分

下
新

城

飯
島

北
港

背
後

台
帳
上
面
積
（
Ａ
）

９
１
７
，９
０
４

９
９
，４
１
１

１
，４
９
３

５
６
６
，１
３
９

４
２
，５
９
２

５
４
，６
７
５

登
記
簿
面
積
（
Ｂ
）

９
１
８
，０
２
６

９
８
，４
７
０

実
在
未
確
認

５
６
２
，４
５
５

４
２
，５
９
１

４
３
，９
６
１

差
異
（
Ａ
）
－
（
Ｂ
）

△
　
１
２
２

９
４
１

１
，４
９
３

３
，６
８
４１

１
０
，７
１
４

寺
内

第
２

川
尻

茨
島

向
浜

秋
田
新
都
市

合
計

２
９
，６
２
３

６
，４
９
４

１
０
７

９
７
０
，０
８
７

２
９
７
，７
７
０

２
，９
８
６
，２
９
５

３
０
，０
８
１

６
，４
９
４

１
０
７

８
２
２
，０
２
２

２
９
６
，９
５
１

２
，８
２
１
，１
５
８

△
　
４
５
８００

１
４
８
，０
６
５

８
１
９

１
６
５
，１
３
７

（
２
）

１
０
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・
立
地
条
件
、
不
整
形
地
、
無
道
路
地
等
の
理
由
に
よ
り
開
発
が
困
難
な
土
地
。
公
共
減
歩

に
よ
り
道
路
敷
・
側
溝
等
に
な
っ
て
お
り
、
処
分
不
能
又
は
著
し
く
困
難
な
土
地

上
記
の
分
類
に
よ
る
保
有
土
地
の
現
状
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
面
積
は
登
記
簿
面

積
に
よ
っ
て
い
る
。

公
共
用
貸
付
地
と
し
て
貸
付
し
、
既
に
販
売
目
的
と
し
て
保
有
し
て
い
な
い
土
地

＊
今
後
も
貸
付
を
継
続
す
る
予
定
で
あ
る
。

＊
向
浜
地
区
の
交
通
安
全
協
会
用
地
は
有
償
貸
付
、
他
の
３
地
区
は
無
償
貸
付
で
あ
る
。

開
発
に
長
期
間
を
要
す
る
造
成
予
定
地
、
ま
た
は
現
在
造
成
中
の
土
地

開
発
は
完
了
し
て
い
る
が
、
未
だ
売
却
さ
れ
て
い
な
い
土
地

立
地
条
件
、
不
整
形
地
、
無
道
路
地
等
の
理
由
に
よ
り
開
発
が
困
難
な
土
地
。
公
共
減
歩

に
よ
り
道
路
敷
・
側
溝
等
に
な
っ
て
お
り
、
処
分
不
能
又
は
著
し
く
困
難
な
土
地

公
共
用
貸
付
地
と
し
て
貸
与
し
て
い
る
土
地
は
、
土
地
造
成
事
業
の
本
来
の
趣
旨
に
そ
ぐ

わ
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
関
係
部
局
へ
所
管
替
え
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
そ
れ
が
当
面
難

し
い
場
合
に
は
、
向
浜
地
区
の
交
通
安
全
協
会
用
地
を
「
土
地
造
成
勘
定
」
か
ら
「
土
地
」

へ
振
替
え
る
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
公
共
減
歩
に
よ
る
道
路
敷
・
側
溝
等
、
不
整
形
地
、
無
道
路
地
、
解
除
不
能
な
保

安
林
で
売
却
不
能
・
困
難
と
認
め
ら
れ
る
土
地
は
帳
簿
価
額
を
す
べ
て
備
忘
価
額
に
修
正
の

（
１
）

地
　
区

川
　
　
尻

向
　
　
浜

寺
内
第
２

向
　
　
浜

所
　
　
在
　
　
地

秋
田
市
川
元
山
下
町
　
・
　
　

秋
田
市
新
屋
下
川
原
町

―
１
他

秋
田
市
八
橋
字
下
八
橋

―
　
他

秋
田
市
新
屋
町
字
砂
奴
寄

７
―
７

面
積
（
㎡
）

１
，３
１
１
．４
６

１
４
０
，７
１
６
．０
０

９
，３
０
１
．０
０

４
４
，５
５
８
．０
０

利
用
状
況

県
職
員
駐
車
場
用
地

福
祉
団
地
用
地

県
警
機
動
隊
他
用
地

交
通
安
全
協
会
用
地

勘
定
科
目

土
　
　
　
　
地

〃〃

土
地
造
成
勘
定

（
２
）

地
　
区

下
　
新
　
城

秋
田
新
都
市

船
　
　
　
越

所
　
　
在
　
　
地

秋
田
市
下
新
城
中
野
字
街

道
端
西
　
　
－
　
　
他

秋
田
市
四
ツ
小
屋
小
阿
地

字
大
杉
沢
５
－
１

男
鹿
市
船
越
字
一
向
　
　

－
　
他
、
南
秋
田
郡
天
王

町
天
王
字
江
川
　
　

面
積
（
㎡
）

５６２
，４５５
．３２

１１２
，３８３
．００

９１８
，０２６
．２１

摘
　
　
　
要

平
成
６
年
よ
り
順
次
得
、

平
成
　
年
よ
り
造
成
予
定

粗
造
成
済
、
同
地
区
の
御

所
野
分
譲
の
販
売
状
況
を

み
な
が
ら
対
応
す
る

原
野

昭
和
　
・
　
年
取
得

現
在
未
造
成

勘
定
科
目

土
地
造
成
勘
定

〃〃

地
　
区

寺
内
第
２

所
　
　
　
在
　
　
　
地

秋
田
市
寺
内
字
蛭
根
　
－
　
他

面
積
（
㎡
）

８
，７３１
．００

摘
　
要

三
角
地
、
道
路

拡
張
予
定
地

勘
定
科
目

造
成
土
地

北
港
背
後
Ａ

北
港
背
後
Ｄ

飯
島
Ａ

飯
島
Ｃ

秋
田
新
都
市

秋
田
市
飯
島
字
穀
丁
大
谷
地
１
－
７
他

〃
　
　
　
　
　
１
－
　
他

〃
　
　
　
　
　
　
　
　
他

〃
　
　
　
　
　
　
－
２
他

秋
田
市
御
所
野
湯
本
４
－
１
－
６
他

１９
，７７２
．４２

５
，４１１
．２９

２８
，４５８
．０５

１２
，８１０
．６２

１８４
，５６８
．２１

工
業
用
分
譲
地

〃〃〃〃

造
成
土
地

〃〃〃

土
地
造
成
勘
定

（
３
）

（
４
）

地
　
区

向
浜

寺
内
第
２

北
港
背
後
Ａ

追
分
西

〃

そ
の
他

所
　
　
在
　
　
地

秋
田
市
新
屋
町
字
砂
奴
寄

３
－
２
他

秋
田
市
八
橋
字
下
八
橋
１

－
　
他

男
鹿
市
戸
賀
浜
塩
谷
字
大

水
沢
１
－
５

南
秋
田
郡
天
王
町
天
王
字

追
分
西
　
－
　
他

〃
　
　
　
　
字

浜
山
２
－
６

秋
田
市
新
屋
町
字
天
秤
野
　
　

－
４
他
、
そ
の
他

箇
所

面
積
（
㎡
）

２８０
，２４５
．００

８
，１１６
．００

４９６
．６２

５７
，８０５
．００

３２
，４１３
．００

３９３
，５８０
．０６

摘
　
　
　
要

保
安
林

松
林
、
住
民
の
陳
情
に
よ

り
開
発
一
時
中
止

男
鹿
水
族
館
職
員
公
舎
跡

地保
安
林

原
野

保
安
林
、
不
整
形
地
、
無

道
路
地
、
公
共
減
歩
に
よ

る
道
路
敷
・
側
溝
他

勘
定
科
目

土
　
地

〃〃

土
地
造
成
勘
定

〃

土
地
・
造
成
土

地
・
土
地
造
成

勘
定

（
５
）

９
３

９
４３
２
２

１
９
１
１
８２３３

１１２

２０７

２８１
４６

４２
４３

１２

１１
８５

２７

２５９

２５３

１０

２６
７４

１６
１５３
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う
え
「
土
地
」
に
振
替
え
る
処
理
を
行
い
、
勘
定
の
内
容
を
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
。

４
．
土
地
の
帳
簿
価
額
と
時
価
の
比
較
に
よ
る
平
成
　
年
度
末
の
含
み
損
益
に
つ
い
て

路
線
価
の
付
さ
れ
て
い
る
も
の
は
平
成
　
年
相
続
税
路
線
価
を
、
路
線
価
の
付
さ
れ
て
い

な
い
も
の
は
予
想
取
引
価
格
を
、
ま
た
土
地
造
成
勘
定
の
う
ち
現
在
造
成
中
或
い
は
造
成
が

完
了
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
土
地
の
取
得
価
額
に
造
成
費
等
の
諸
費
用
を
加
算
し
た
も
の

を
時
価
と
み
な
し
て
帳
簿
価
額
と
比
較
し
、
土
地
に
含
み
損
が
あ
る
か
否
か
を
検
討
し
た
。

含
み
損
益
の
勘
定
別
の
内
訳
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
単
位
：
千
円
）

「
土
地
」
に
つ
い
て
は
、
公
共
減
歩
さ
れ
た
土
地
は
ほ
ぼ
備
忘
価
額
ま
で
評
価
減
さ
れ
て

お
り
、

千
円
の
含
み
益
が
あ
る
。

「
造
成
土
地
」
に
つ
い
て
は
、
不
整
形
地
並
び
に
公
共
減
歩
に
よ
る
道
路
敷
に
各
１
件
含

み
損
が
発
生
し
て
い
る
が
、
路
線
価
の
上
昇
に
よ
っ
て
　
　
　
　
千
円
の
含
み
益
が
あ
る
。

「
土
地
造
成
勘
定
」
に
つ
い
て
は
、
予
想
処
分
価
格
が
帳
簿
価
額
を
上
回
る
た
め
、
含
み

損
は
発
生
し
て
い
な
い
。

土
地
関
連
の
三
勘
定
に
含
み
損
は
認
め
ら
れ
ず
、
逆
に
、
含
み
益
は
　
　
　
　
　
千
円
に

の
ぼ
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
「
造
成
土
地
」
に
は
北
港
背
後
地
区
・
飯
島
地
区
に
造
成
済
み

で
は
あ
る
が
未
だ
買
い
手
の
つ
か
な
い
工
業
用
分
譲
地
が
あ
り
、
ま
た
、「
土
地
造
成
勘
定
」

の
う
ち
下
新
城
地
区
・
秋
田
新
都
市
地
区
の
工
業
用
地
の
販
売
に
は
長
期
間
要
す
る
と
見
込

ま
れ
、
さ
ら
に
船
越
地
区
は
、
現
在
具
体
的
な
売
却
ま
た
は
利
用
計
画
は
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
時
価
と
帳
簿
価
額
と
の
比
較
に
置
い
て
含
み
損
は
な
い
が
、
景
気
回
復
の
遅
れ
、
県
内

不
動
産
価
格
の
低
迷
等
の
マ
イ
ナ
ス
要
因
を
考
慮
す
る
と
、
上
記
の
土
地
に
つ
い
て
は
今
後

の
造
成
計
画
・
販
売
計
画
の
成
否
に
よ
っ
て
は
損
失
を
発
生
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、

十
分
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

５
．
一
般
会
計
か
ら
の
資
金
借
用
契
約
に
つ
い
て

土
地
造
成
事
業
は
、
秋
田
新
都
市
産
業
用
地
造
成
事
業
計
画
に
基
づ
く
土
地
取
得
資
金
に
充

て
る
た
め
、
県
一
般
会
計
よ
り
　
　
　
百
万
円
の
借
入
を
行
っ
て
き
た
が
無
利
子
と
さ
れ
て
い

る
。
土
地
造
成
事
業
の
た
め
の
借
入
金
は
当
該
借
入
金
の
み
で
あ
り
、
利
子
負
担
は
生
じ
な
い
。

な
お
、
当
該
借
入
金
は
毎
決
算
期
末
に
一
旦
一
般
会
計
へ
返
済
さ
れ
る
た
め
、
貸
借
対
照
表

に
は
計
上
さ
れ
て
い
な
い
。

Ⅱ
．
資
金
運
用
事
業

１
．
資
金
運
用
事
業
会
計
の
設
置
の
目
的

資
金
運
用
事
業
会
計
は
、
企
業
局
内
に
保
有
す
る
資
金
を
積
極
的
か
つ
効
率
的
に
資
金
運
用

し
、
そ
の
運
用
益
を
も
っ
て
不
採
算
部
門
へ
助
成
し
企
業
局
全
体
の
経
営
の
健
全
化
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
昭
和
　
年
度
に
、
土
地
造
成
事
業
会
計
に
併
設
す
る
形
態
で
設
置
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。

２
．
資
金
運
用
事
業
に
お
け
る
資
金
の
運
用
と
使
途

平
成
６
年
度
か
ら
平
成
　
年
度
ま
で
の
資
金
運
用
事
業
に
お
け
る
資
金
運
用
、
運
用
収
益
及

び
使
途
の
実
績
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
単
位
：
千
円
）

昭
和
　
年
度
設
置
以
降
の
運
用
収
益
実
績
は
、

千
円
で
あ
り
、
そ
の
使
途
は
、

観
光
施
設
事
業
へ
の
補
助
金
　
　
　
　
　
千
円
、
電
気
事
業
会
計
へ
の
支
払
利
息
　
　
　
　
千

円
、
合
計
　
　
　
　
　
千
円
で
あ
り
、
運
用
収
益
の
範
囲
内
で
補
助
金
及
び
支
払
利
息
が
賄
わ
　

れ
て
い
る
。
な
お
、
運
用
収
益
と
使
途
と
の
差
額
は
剰
余
金
と
し
て
留
保
さ
れ
て
い
る
。

（
１
）科
　
　
　
目

土
　
　
　
　
　
　
地

造
成

土
地

土
地
造
成
勘
定

合
　
　
　
計

帳
簿
価
額

３
１
６
，６
８
０

１
，０
９
２
，５
５
２

８
，３
９
６
，７
２
９

９
，８
０
５
，９
６
１

時
価
評
価
額

３
，９
５
５
，４
８
３

１
，９
８
１
，９
７
２

８
，６
７
９
，７
４
６

１
４
，６
１
７
，２
０
１

含
　
み
　
益

３
，６
３
８
，８
０
３

８
８
９
，４
２
０

２
８
３
，０
１
７

４
，８
１
１
，２
４
０

３
，６
３
８
，８
０
３

８
８
９
，４
２
０

（
２
）

４
，８
１
１
，２
４
０

２
，８
０
３

年
　
　
度

平
成
６
年
度

平
成
７
年
度

平
成
８
年
度

平
成
９
年
度

平
成
　
年
度

昭
和
　
年
度

以
降
累
計
額

運
用
原
資

５５
億
円

５５
億
円

７０
億
円

７０
億
円

７０
億
円

６５７
億
円

（
平
均
運
用

利
率
）
運
用

収
益

（
２
．２４
％
）

１２２
，８６７

（
２
．３４
％
）

１２９
，０８４

（
１
．０４
％
）

７２
，８６９

（
０
．５４
％
）

３８
，０９２

（
０
．５１
％
）

３５
，６８８

２
，１３０
，４６１

水
族
館
へ
の

補
助

４３
，９０７

８８
，９９１

６９
，８６１

３５
，０９２

３２
，４７３

９０９
，９２４

桜
島
荘
へ
の

補
助

７１
，４６０

３８
，６０００００

７６５
，２１６

補
助
金
合
計

１１５
，３６７

１２７
，５９１

６９
，８６１

３５
，０９２

３２
，４７３

１
，６７５
，１４０

電
気
事
業
会

計
へ
の
支
払

利
息

（
０
．１０
％
）

３
，０００

（
０
．１０
％
）

３
，０００

（
０
．１０
％
）

３
，０００

（
０
．１０
％
）

３
，０００

（
０
．１０
％
）

３
，０００

２６３
，５９５

観
光
施
設
事
業
へ
の
補
助

１
，６
７
５
，１
４
０

２
，１
３
０
，４
６
１

１
，９
３
８
，７
３
５

２
６
３
，５
９
５

６０

１
０

６
０

１
０

１
１

１０

６０
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第
３
　
利
害
関
係

監
査
の
対
象
と
し
た
事
件
に
つ
き
、
私
は
地
方
自
治
法
第
　
　
条
の
　
の
規
定
に
よ
り
記
載

す
べ
き
利
害
関
係
は
な
い
。

以
　
上

Ⅲ
　
秋
田
県
健
康
増
進
交
流
セ
ン
タ
ー
の
運
営
状
況
に
つ
い
て

包
括
外
部
監
査
の
結
果
報
告
書

第
１
　
監
査
の
概
要

１
．
監
査
の
種
類

地
方
自
治
法
第
　
　
条
の
　
第
１
項
に
基
づ
く
包
括
外
部
監
査

２
．
選
定
し
た
特
定
の
事
件

外
部
監
査
対
象

秋
田
県
健
康
増
進
交
流
セ
ン
タ
ー
（
通
称
ユ
フ
ォ
ー
レ
、
以
下
セ
ン
タ
ー
と
い
う
。）
の

運
営
状
況
に
つ
い
て

外
部
監
査
対
象
期
間

平
成
９
年
度
か
ら
平
成
　
年
度
ま
で
（
た
だ
し
、
必
要
に
応
じ
て
平
成
７
年
度
ま
で
遡
っ

て
対
象
と
し
て
い
る
）

３
．
事
件
を
選
定
し
た
背
景

県
に
お
け
る
人
口
の
高
齢
化
は
、
全
国
平
均
を
上
回
る
テ
ン
ポ
で
進
ん
で
い
る
。
こ
う
し
た

状
況
下
、
県
民
に
対
し
て
積
極
的
な
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
、
栄
養
・
運
動
・
休
養

を
ト
ー
タ
ル
的
に
実
施
で
き
る
中
核
的
な
施
設
と
し
て
、
セ
ン
タ
ー
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
政
策
に
お
い
て
、
セ
ン
タ
ー
の
設
立
意
義
は
十
分
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
セ
ン

タ
ー
設
立
以
降
の
収
支
状
況
を
調
査
し
、
当
初
の
収
支
計
画
と
実
際
の
収
支
状
況
を
比
較
す
る

と
、
実
際
の
入
館
者
数
が
当
初
の
見
込
者
数
に
対
し
て
大
幅
に
不
足
し
て
い
る
こ
と
を
起
因
と

す
る
収
入
の
伸
び
悩
み
か
ら
、
収
支
の
状
況
が
当
初
見
込
み
を
大
幅
に
下
回
っ
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
こ
の
状
況
で
推
移
す
る
場
合
に
は
今
後
と
も
県
の
財
政
負
担
が
継
続
す
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
る
。

４
．
外
部
監
査
の
方
法

監
査
の
視
点

①
　
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
明
確
か
つ
設
立
目
的
に
合
致
し
て
い
る
か
。

②
　
セ
ン
タ
ー
の
収
益
及
び
費
用
の
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

③
　
セ
ン
タ
ー
の
資
金
収
支
の
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

④
　
セ
ン
タ
ー
の
固
定
資
産
の
管
理
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、
固
定
資
産
は
有
効
に

利
用
さ
れ
て
い
る
か
。

⑤
　
セ
ン
タ
ー
の
コ
ス
ト
管
理
は
十
分
な
さ
れ
て
い
る
か
。

⑥
　
セ
ン
タ
ー
に
係
る
委
託
業
務
の
外
注
管
理
は
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
か
。

⑦
　
セ
ン
タ
ー
の
収
支
を
改
善
す
る
に
は
い
か
な
る
方
策
が
考
え
ら
れ
る
か
。

監
査
の
手
続

県
お
よ
び
財
団
法
人
秋
田
県
総
合
保
健
事
業
団
（
以
下
事
業
団
と
い
う
。
）
の
会
計
資
料

・
人
事
関
係
資
料
等
の
吟
味
お
よ
び
会
議
録
の
閲
覧
・
関
係
者
へ
の
質
問
を
行
っ
て
収
益
・

費
用
及
び
資
金
収
支
の
分
析
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
を
視
察
し
、
関
係
諸
帳
簿
お

よ
び
証
拠
書
類
の
閲
覧
、
固
定
資
産
の
管
理
状
況
の
検
討
等
を
行
っ
た
。

５
．
外
部
監
査
の
実
施
期
間

平
成
　
年
９
月
８
日
～
平
成
　
年
２
月
３
日

第
２
　
監
査
の
結
果

１
．
セ
ン
タ
ー
の
設
立
目
的

セ
ン
タ
ー
は
、
県
民
の
健
康
増
進
を
積
極
的
に
推
進
す
る
た
め
、
温
泉
浴
と
森
林
浴
等
の
自

然
の
恩
恵
を
同
時
に
取
り
込
め
る
地
域
に
、
ク
ア
ハ
ウ
ス
タ
イ
プ
の
健
康
増
進
施
設
と
健
康
の

森
等
で
構
成
さ
れ
る
屋
外
施
設
を
設
置
し
、
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
運
動
や
温
泉
利
用
等
を
安

全
か
つ
効
果
的
に
行
い
、
栄
養
・
運
動
・
休
養
の
調
和
の
と
れ
た
健
康
的
な
生
活
ス
タ
イ
ル
の

確
立
が
図
れ
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

２
．
セ
ン
タ
ー
設
備
の
状
況

セ
ン
タ
ー
の
総
事
業
費
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

基
本
構
想
、
基
本
設
計
、
実
施
設
計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
円

実
施
設
計
、
工
事
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
円

事
務
費
、
初
度
調
弁
費
、
広
報
推
進
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
円

主
な
施
設
、
設
備
の
明
細

（
単
位
：
千
円
）

１６

２
５
２

２
９

２
５
２

３
７１
０

（
１
）

（
２
）

（
１
）

（
２
）

１
１

１
２

（
２
）

（
３
）

（
１
）

３
，１
８
６
，８
９
５

１
１
２
，３
１
１

２
０
７
，８
０
３

分
　
　
　
類

建
物

構
　
　
造
　
　
・
　
　
内
　
　
容

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
２
階
建
・
メ
イ
ン
棟

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
２
階
建
地
下
１
階
・
ア
ク
ア
棟

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
２
階
建
・
宿
泊
一
般
棟

木
造
、
平
屋
建
・
宿
泊
自
炊
棟

鉄
骨
コ
ン
ク
リ
ー
ト
平
屋
建
・
焼
却
炉
棟

取
得
価
額

７
０
１
，８
１
２

１
，３
７
８
，３
１
５

２
５
６
，１
５
９

１
２
２
，５
１
４

７
，２
８
４
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３
．
設
備
資
金
に
つ
い
て

健
康
増
進
事
業
に
お
け
る
セ
ン
タ
ー
設
備
は
、
地
域
総
合
整
備
事
業
債
　
　
　
　
　
千
円
の

発
行
に
よ
っ
て
資
金
調
達
さ
れ
て
い
る
。
地
域
総
合
整
備
事
業
債
の
発
行
お
よ
び
年
度
別
の
元

金
・
利
子
の
償
還
予
定
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
た
、
県
債
償
還
額
の
約
　
％
が
地
方
交
付

税
と
し
て
交
付
さ
れ
る
。

（
単
位
：
千
円
）

１７

小
計

立
木

竹

小
計

建
物
附
属
設
備

小
計

車
両
運
搬
具

小
計

木
造
、
平
屋
建
・
生
ご
み
庫
棟

水
源
井
、
送
水
ポ
ン
プ
、
配
水
給
水
管
等
場

送
湯
ポ
ン
プ
室
、
送
湯
管

浄
化
槽
、
排
水
調
整
層

駐
車
場

構
内
道
路

消
化
装
置
（
建
物
に
含
め
ら
れ
て
い
る
）

昇
降
機
（
建
物
に
含
め
ら
れ
て
い
る
）

諸
作
業
装
置
（
建
物
に
含
め
ら
れ
て
い
る
）

小
型
乗
用
自
動
車
（
営
業
車
）

大
型
乗
用
自
動
車
（
利
用
客
送
迎
車
）

大
型
乗
用
自
動
車
（
利
用
客
送
迎
車
）

２
，５
２
３

２
，４
６
８
，６
０
７

７
，７
１
３

７
，７
１
３

９
８
，１
１
８

５
５
，３
５
２

１
１
３
，７
８
２

１
７
６
，８
３
７

９
１
，８
２
８０００

５
３
５
，９
１
７

１
，６
８
０

５
，８
８
０

１
２
，６
５
２

２
０
，２
１
２

器
具
備
品

小
計

合
計

フ
ロ
ン
ト
会
計
機
レ
ス
ト
ラ
ン
オ
ー
ダ
ー
シ
ス
テ
ム

型
・
一
体
型
液
晶
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

ビ
デ
オ
自
動
送
出
装
置

人
体
機
能
測
定
装
置

除
雪
車

１
３
，８
０
０

３
，９
５
０

３
，１
５
０

１
３
，２
４
０

７
，７
０
０

４
１
，８
４
０

３
，０
７
４
，２
８
９

年
度

平
成
７
年
度

平
成
８
年
度

平
成
９
年
度

平
成
　
年
度

平
成
　
年
度

平
成
　
年
度

発
　
行
　
額

５４
，０００

１
，７６７
，０００

７０８
，００００００

元
金
償
還
額０００

３
，２４０

１８
，７０９

１１４
，１０４

利
子
支
払
額

１
，６９９

８
，０９１

４８
，７８９

６３
，４１９

６３
，３５０

６２
，０８３

合
　
　
　
計

１
，６９９

８
，０９１

４８
，７８９

６６
，６５９

８２
，０５９

１７６
，１８７

残
　
　
　
高

５４
，０００

１
，８２１
，０００

２
，５２９
，０００

２
，５２５
，７６０

２
，５０７
，０５１

２
，３９２
，９４７

交
付
税
収
入

７５５

４
，００１

２１
，３５２

３７
，１５６

５２
，１９７

９６
，９０２

２
，５
２
９
，０
０
０

５
５

１０１１１２

７
０
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な
お
、
県
が
地
方
債
を
起
債
す
る
場
合
に
は
、
自
治
大
臣
の
許
可
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
が
、

セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
提
出
し
た
事
業
計
画
書
に
基
づ
き
、
地
域
福
祉
推
進
特
別

対
策
事
業
の
う
ち
、
高
齢
者
保
健
福
祉
の
向
上
を
図
る
た
め
の
公
共
施
設
の
整
備
事
業
を
行
う

と
い
う
事
業
目
的
に
対
し
て
、
地
域
総
合
整
備
事
業
債
の
発
行
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
、

地
域
総
合
整
備
事
業
債
は
、
主
と
し
て
料
金
収
入
等
に
よ
り
運
営
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
施
設
の
整
備
事
業
は
対
象
外
で
あ
り
、
公
の
施
設
と
し
て
の
条
例
設
置
が
可
能
な

も
の
を
対
象
と
し
て
い
る
。

交
付
税
収
入
は
、
平
成
　
年
度
ま
で
は
実
績
額
を
、
平
成
　
年
以
降
は
元
本
及
び
利
子
支
払

額
に
　
％
を
乗
じ
て
計
算
し
て
い
る
。

４
．
事
業
運
営
の
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
セ
ン
タ
ー
の
委
託
管
理
状
況

県
は
、
平
成
９
年
３
月
　
日
県
条
例
第
　
号
（
以
下
条
例
と
い
う
。
）
第
７
条
の
規
定
に
基

づ
き
、
セ
ン
タ
ー
施
設
の
う
ち
レ
ス
ト
ラ
ン
、
売
店
お
よ
び
宿
泊
施
設
以
外
の
施
設
の
管
理
・

運
営
業
務
を
事
業
団
に
委
託
し
て
い
る
。

ま
た
、
レ
ス
ト
ラ
ン
・
売
店
お
よ
び
宿
泊
施
設
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
は
、
条
例
第
７
条
の

規
定
に
基
づ
き
河
辺
町
地
域
振
興
株
式
会
社
（
以
下
第
３
セ
ク
タ
ー
と
い
う
。
）
に
委
託
し
て

い
る
。
な
お
、
セ
ン
タ
ー
の
施
設
整
備
に
要
し
た
建
物
敷
地
、
駐
車
場
等
の
土
地
は
、
河
辺
町

か
ら
県
へ
無
償
で
貸
し
付
け
ら
れ
て
い
る
。

上
記
の
と
お
り
、
セ
ン
タ
ー
の
管
理
の
委
託
先
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
売
店
お
よ
び
宿
泊
施
設

と
そ
れ
以
外
の
施
設
に
分
け
て
、
２
団
体
に
管
理
委
託
す
る
分
割
管
理
委
託
方
式
を
採
用
し
て

い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
委
託
先
お
よ
び
管
理
状
況
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

５
．
セ
ン
タ
ー
の
当
初
収
支
見
込
み
と
実
績

設
立
時
に
お
け
る
５
年
間
の
当
初
収
支
見
込

（
単
位
：
千
円
）

１８

平
成
　
年
度

平
成
　
年
度

平
成
　
年
度

平
成
　
年
度

平
成
　
年
度

平
成
　
年
度

平
成
　
年
度

合
計

０００００００

２
，５２９
，０００

１５６
，５８８

１５６
，５８８

１５６
，５８８

１８７
，９０８

２６２
，３８８

１
，０１９
，７９１

４５３
，０９６

２
，５２９
，０００

５８
，７６４

５４
，８０８

５０
，８５２

４６
，８９５

４１
，８１０

３４
，４６４

８
，８５０

５４３
，８７４

２１５
，３５２

２１１
，３９６

２０７
，４４０

２３４
，８０３

３０４
，１９８

１
，０５４
，２５５

４６１
，９４６

３
，０７２
，８７４

２
，２３６
，３５９

２
，０７９
，７７１

１
，９２３
，１８３

１
，７３５
，２７５

１
，４７２
，８８７

４５３
，０９６０

１１８
，４４３

１１６
，２６７

１１４
，０９１

１２９
，１４１

１６７
，３０８

５７９
，８４０

２５４
，０６９

１
，６９１
，５２２

５
５

１
１

１
２

１
５

２
８

区
　
　
分

対
象

施
設

委
託

先

料
金
徴
収
方
式

健
康
増
進
部
門

バ
ー
デ
ゾ
ー
ン
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
な
ど
、
レ
ス
ト
ラ
ン
・
売

店
お
よ
び
宿
泊
施
設
以
外
の
施
設

事
　
業
　
団

委
託
料
方
式

サ
ー
ビ
ス
部
門

レ
ス
ト
ラ
ン
・
売
店
お
よ
び
宿
泊

施
設

第
３
セ
ク
タ
ー

利
用
料
金
方
式

（
１
）

項
　
　
　
目

利
用
者
見
込
（
人
数
）

収
入
の
部

入
　
館
　
料
　
収
　
入

バ
ー
デ
ゾ
ー
ン
利
用

一
般
浴
利
用

入
館
料
以
外
の
収
入

収
　
入
　
合
　
計

支
出
の
部

施
設
管
理
に
係
る
経
費

平
成
９
年
度

（
１１１
，６００

）

１００
，２２０

８２
，９７６

１７
，２４４

１２
，９７７

１１３
，１９７

３４
，７９５

平
成
　
年
度

（
１６２
，０００

）

１４６
，９９９

１２５
，０７８

２１
，９２１

２３
，９４９

１７０
，９４８

５６
，１０５

平
成
　
年
度

（
１６７
，０００

）

１５０
，１２０

１２６
，６９９

２３
，４２１

２４
，３８３

１７４
，５０３

５６
，６６６

平
成
　
年
度

（
１７７
，０００

）

１６１
，６９７

１３８
，２７６

２３
，４２１

２５
，９２９

１８７
，６２６

５７
，２３３

平
成
　
年
度

（
１８７
，０００

）

１７３
，３０２

１４９
，８８１

２３
，４２１

２７
，２７８

２００
，５８０

５７
，８０６

１３１４１５１６１７１８１９

１０
１１

１２
１３
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（
注
１
）
こ
の
表
は
、
平
成
５
年
３
月
作
成
し
た
「
サ
ン
ト
ピ
ア
基
本
構
想
計
画
報
告
書
」
等
を

参
考
に
し
て
県
福
祉
保
健
部
保
健
衛
生
課
が
平
成
８
年
　
月
作
成
し
た
資
料
に
よ
っ
て
い

る
。

（
注
２
）
支
出
の
部
の
各
項
目
に
含
ま
れ
る
主
な
費
用
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

施
設
管
理
に
係
る
経
費
　
　
建
物
管
理
委
託
費
、
清
掃
業
務
委
託
費
、
環
境
管
理
費
、

除
雪
委
託
費
他

施
設
運
営
に
係
る
経
費
　
　
職
員
人
件
費
、
光
熱
水
費
、
新
聞
広
告
費
他

そ
の
他
　
　
　
　
　
　
　
　
入
湯
税
、
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税

（
注
３
）
収
入
・
支
出
と
も
第
３
セ
ク
タ
ー
分
は
除
い
て
い
る
。

平
成
９
年
度
お
よ
び
平
成
　
年
度
の
当
初
見
込
と
実
績
の
比
較

上
記
の
収
支
見
込
に
対
応
す
る
平
成
９
年
度
お
よ
び
平
成
　
年
度
の
収
支
実
績
は
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

（
単
位
：
千
円
）

平
成
９
年
度
は
、
当
初
見
込
が
支
出
超
過
額
　
　
　
千
円
に
対
し
、
実
績
の
支
出
超
過
額
は

千
円
で
、
収
支
差
額
は
ほ
ぼ
当
初
見
込
の
範
囲
内
で
あ
っ
た
が
、
平
成
　
年
度
は
当
初

見
込
支
出
超
過
額
　
　
　
千
円
に
対
し
、
実
績
の
支
出
超
過
額
は
　
　
　
　
千
円
で
、
支
出
超

過
額
が
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。

な
お
、
県
の
歳
入
と
し
て
処
理
さ
れ
て
い
る
第
３
セ
ク
タ
ー
か
ら
の
運
営
費
負
担
額
は
、

「
施
設
運
営
に
係
る
経
費
」
か
ら
控
除
し
て
い
る
。

６
．
セ
ン
タ
ー
の
経
営
成
績
の
推
移

セ
ン
タ
ー
の
損
益
の
状
況

セ
ン
タ
ー
の
平
成
９
年
度
お
よ
び
平
成
　
年
度
に
お
け
る
損
益
の
状
況
は
、【
表
１
】
セ

ン
タ
ー
損
益
計
算
書
の
と
お
り
で
あ
り
、
そ
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
　
秋
田
県
健
康
増
進
交
流
セ
ン
タ
ー
管
理
委
託
契
約
に
基
づ
き
、
営
業
収
入
は
県
の
歳
入

と
し
て
処
理
さ
れ
、
ま
た
営
業
支
出
は
第
３
セ
ク
タ
ー
の
経
費
負
担
分
も
含
め
て
全
額
委

託
料
と
し
て
セ
ン
タ
ー
に
支
払
わ
れ
て
い
る
。

②
　
営
業
日
数
増
加
に
伴
い
委
託
費
が
増
加
し
て
い
る
が
、
営
業
収
入
は
増
加
し
て
お
ら
ず
、

そ
の
結
果
損
失
の
拡
大
を
招
い
て
い
る
。

③
　
固
定
資
産
の
減
価
償
却
に
つ
い
て

後
記
の
損
益
計
算
書
に
は
、
固
定
資
産
の
減
価
償
却
費
は
含
め
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、

設
備
費
に
つ
い
て
は
す
べ
て
県
債
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
お
り
、
入
館
料
に
よ
り
設
備
費
を

１９

施
設
運
営
に
係
る
経
費

そ
　
　
　
の
　
　
　
他

支
　
出
　
合
　
計

収
　
支
　
差
　
額

１４２
，１８０

２１
，４７４

１９８
，４４９

△　８５
，２５２

１６２
，７５５

２８
，０３４

２４６
，８９４

△　７５
，９４６

１６４
，２６４

２８
，６７６

２４９
，６０６

△　７５
，１０３

１６７
，０２９

３０
，７２９

２５４
，９９１

△　６７，３６５

１６８
，１４３

３２
，３７１

２５８
，３２０

△　５７
，７４０

（
２
）

１
０

１
０

項
　
　
　
目

利
用
者
数
（
人
数
）

収
入
の
部

入
　
館
　
料
　
収
　
入

バ
ー
デ
ゾ
ー
ン
利
用

一
般
浴
利
用

当
初
見
込

１１１
，６００

１００
，２２０

８２
，９７６

１７
，２４４

実
　
　
績

７７，６５１

５２
，０５９

２６
，０５９

２６
，０００

当
初
見
込

１６２
，０００

１４６
，９９９

１２５
，０７８

２１
，９２１

実
　
　
績

８５
，４５５

３７
，６０４

１８
，２７０

１９
，３３４

平
　
成
　
９
　
年
　
度

平
　
成
　
　
　
年
　
度

入
館
料
以
外
の
収
入

収
　
入
　
合
　
計

支
出
の
部

施
設
管
理
に
係
る
経
費

施
設
運
営
に
係
る
経
費

そ
　
　
　
の
　
　
　
他

支
　
出
　
合
　
計

収
　
支
　
差
　
額

１２
，９７７

１１３
，１９７

３４
，７９５

１４２
，１８０

２１
，４７４

１９８
，４４９

△　８５
，２５２

３
，８５０

５５
，９０９

３３
，６３３

９２
，８８７

１３
，１６４

１３９
，６８４

△　８３
，７７５

２３
，９４９

１７０
，９４８

５６
，１０５

１６２
，７５５

２８
，０３４

２４６
，８９４

△　７５
，９４６

１５
，５６１

５３
，１６５

６１
，１６２

９５
，８４８

１４
，７２８

１７１
，７３８

△　１１８
，５７３

８
５
，２
５
２

８
３
，７
７
５

７
５
，９
４
６

１
１
８
，５
７
３

１
０

１
２

（
１
）

１
０

１０
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補
う
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
セ
ン
タ
ー
の
損
益
の
状
況
を
見
る
場
合

に
も
、
減
価
償
却
費
を
考
慮
す
る
必
要
が
な
い
と
判
断
し
た
た
め
で
あ
る
。
な
お
、
参
考

ま
で
に
セ
ン
タ
ー
の
固
定
資
産
の
減
価
償
却
費
を
平
成
９
年
度
お
よ
び
平
成
　
年
度
に
つ

い
て
計
算
す
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
セ
ン
タ
ー
の
取
得
価
額
　
万
円
以

上
の
固
定
資
産
に
つ
い
て
、
法
人
税
法
上
の
耐
用
年
数
を
使
用
し
て
減
価
償
却
費
を
計
算

し
た
。
各
期
の
減
価
償
却
費
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
平
成
９
年
度
に
つ
い
て
は
、

各
固
定
資
産
の
取
得
時
期
を
考
慮
し
て
減
価
償
却
費
を
算
定
し
た
。

（
単
位
：
千
円
）

【
表
１
】
セ
ン
タ
ー
損
益
計
算
書

（
単
位
：
千
円
）

２０

科
　
　
　
目

建
物

立
木

竹

建
物
附
属
設
備

車
両
・
運
搬
具

器
具

備
品

合
　
　
　
　
　
計

取
得
価
額

２
，４
６
８
，６
０
７

７
，７
１
３

５
３
５
，９
１
７

２
０
，２
１
２

７
９
，８
８
７

３
，１
１
２
，３
３
６

平
成
９
年
度

減
価
償
却
費

４
０
，８
１
９

４
０
５

１
８
，５
７
０

２
，３
０
５

８
，８
８
０

７
０
，９
７
９

平
成
　
年
度

減
価
償
却
費

７
０
，０
１
４

６
９
４

３
１
，８
３
３

４
，５
４
８

１
４
，４
９
５

１
２
１
，５
８
４

科
　
　
　
　
　
目

バ
ー
デ
ゾ
ー
ン

一
般

浴

販
売
（
回
数
券
・
定
期
券
）

貸
出
（
タ
　
オ
　
ル
　
等
）

平
成
９
年
度（
Ａ
）

１
６
，５
０
８

１
８
，８
０
０

１
６
，７
５
２

１
，９
５
５

平
成
　
年
度（
Ｂ
）

１
８
，２
７
０

１
９
，３
３
５

１
１
，８
５
３

１
，５
２
９

増
減
（
Ｂ
）－（
Ａ
）

１
，７
６
３

５
３
５

△
　
４
，８
９
９

△
　
４
２
６

営　　業　　収　　　　　　　　

施
設
（
会
　
議
　
室
　
等
）

計

報
酬

給
料

職
員

手
当

共
済

費

賃
金

報
償

金

旅
費

消
耗

品
費

燃
料

費

光
熱

水
費

印
刷

製
本

費

修
繕

費

食
糧

費

図
書

購
入

費

役
務

費

１
，８
９
４

５
５
，９
０
９

４
，５
０
０

２
３
，７
６
４

１
６
，７
９
９

５
，２
１
４

１
，０
４
３

１
２
０

１
，７
８
７

４
，９
９
０

２
５
４

３
２
，９
０
１

４
，５
０
１

７
５
３

２
２

２
５
０

５
，８
７
６

２
，１
７
８

５
３
，１
６
５

４
，３
６
１

２
６
，３
４
９

２
０
，４
４
４

５
，６
５
９

１
，３
３
９

１
６
０

７
５
０

４
，３
４
３

２
８
１

３
６
，８
６
５

１
，５
４
０

３
，５
４
６

６
３

３
９

４
，７
９
２

２
８
４

△
　
２
，７
４
４

△
　
１
３
９

２
，５
８
５

３
，６
４
５

４
４
６

２
９
６

４
０

△
　
１
，０
３
７

△
　
６
４
７

２
７

３
，９
６
４

△
　
２
，９
６
１

２
，７
９
３

４
１

△
　
２
１
１

△
　
１
，０
８
４

入営　　　　　　　　　　業　　　　　　　　　　支

１
０２
０

１
０

１
０



セ
ン
タ
ー
全
体
の
損
益
の
状
況

県
、
事
業
団
お
よ
び
第
３
セ
ク
タ
ー
を
総
合
し
た
セ
ン
タ
ー
の
損
益
の
状
況
を
あ
ら
わ
し

た
も
の
が
【
表
２
】
セ
ン
タ
ー
連
結
損
益
計
算
書
で
あ
る
。
連
結
損
益
計
算
書
は
、
事
業
団

お
よ
び
第
３
セ
ク
タ
ー
の
そ
れ
ぞ
れ
の
経
営
成
績
を
改
善
す
る
た
め
の
方
策
を
検
討
す
る
に

あ
た
っ
て
、
セ
ン
タ
ー
全
体
の
経
営
の
現
状
を
把
握
す
る
た
め
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

【
表
２
】
に
示
し
た
と
お
り
、
第
３
セ
ク
タ
ー
に
お
い
て
も
損
失
が
発
生
し
て
い
る
た
め
、

連
結
損
益
計
算
書
の
当
期
損
失
が
セ
ン
タ
ー
の
個
別
損
益
計
算
書
の
当
期
損
失
を
大
幅
に
上

回
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

【
表
２
】
セ
ン
タ
ー
連
結
損
益
計
算
書

（
単
位
：
千
円
）

平成12年 2月18日（金曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 1号

２１

セ
ン
タ
ー
全
体
の
資
金
収
支
の
状
況

県
、
事
業
団
お
よ
び
第
３
セ
ク
タ
ー
を
加
え
た
セ
ン
タ
ー
全
体
の
県
債
償
還
等
を
含
め
た

資
金
収
支
の
状
況
は
【
表
３
】
連
結
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
計
算
書
の
と
お
り
で
あ
り
、
そ

の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
　
平
成
９
年
度
の
県
債
発
行
に
よ
る
収
入
　
　
　
　
　
千
円
の
う
ち
　
　
　
　
　
千
円
は

平
成
７
年
度
お
よ
び
平
成
８
年
度
に
借
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

②
　
平
成
　
年
度
に
つ
い
て
み
る
と
、
営
業
活
動
に
よ
っ
て
　
　
　
　
千
円
の
支
出
超
過
を

生
じ
、
さ
ら
に
県
債
元
利
金
と
交
付
税
と
の
差
額
　
　
　
千
円
を
負
担
し
、
県
を
含
め
た

セ
ン
タ
ー
全
体
で
　
　
　
　
千
円
支
出
超
過
と
な
っ
た
。

③
　
現
金
お
よ
び
現
金
同
等
物
の
減
少
に
つ
い
て
は
、
財
務
活
動
に
よ
る
支
出
超
過
額
お
よ

び
事
業
団
の
営
業
活
動
に
よ
る
支
出
超
過
額
を
県
が
、
第
３
セ
ク
タ
ー
の
営
業
活
動
に
よ

る
支
出
超
過
額
を
第
３
セ
ク
タ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
負
担
し
て
い
る
。

【
表
３
】
連
結
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
計
算
書

（
単
位
：
千
円
）

委
託

料

使
用
料
及
び
賃
借
料

負
担

金

公
課

費

河
辺
町
負
担
金

計

３
１
，７
８
０

３
，１
７
４

８
８
９

１
３
，４
０
３

△
　
１
２
，３
３
６

１
３
９
，６
８
４

△
　
８
３
，７
７
５

５
６
，７
２
５

３
，９
６
９

２
，２
８
４

１
４
，９
０
６

△
　
１
６
，６
７
７

１
７
１
，７
３
８

△
　
１
１
８
，５
７
３

２
４
，９
４
５

７
９
５

１
，３
９
５

１
，５
０
３

△
　
４
，３
４
１

３
２
，０
５
４

△
　
３
４
，７
９
８

出

営
　
　
業
　
　
損
　
　
益
　

（
２
）

科
　
　
　
　
　
目

サ
ー
ビ
ス
部
門
売
上

施
設
利
用
料
収
入

営
業
収
入
合
計

売
　
上
　
原
　
価

平
成
９
年
度
（
Ａ
）

１
３
７
，４
３
８

５
５
，９
０
９

１
９
３
，３
４
７

５
９
，１
７
５

平
成
　
年
度
（
Ｂ
）

１
３
０
，７
６
３

５
３
，１
６
５

１
８
３
，９
２
８

４
９
，９
９
４

増
減
（
Ｂ
－
Ａ
）

△
　
６
，６
７
５

△
　
２
，７
４
４

△
　
９
，４
１
９

△
　
９
，１
８
１

人
　
件
　
費

そ
の
他
販
管
費
一
般
管
理
費

営
業
支
出
合
計

営
　
業
　
損
　
益

営
業
外
収
益

営
業
外
費
用

当
　
期
　
損
　
益

１
０
６
，９
３
０

１
２
４
，４
５
６

２
９
０
，５
６
１

△
　
９
７
，２
１
４

２
０
，５
５
３

１
６
３

△
　
７
６
，８
２
４

１
３
１
，１
４
４

１
４
７
，３
５
１

３
２
８
，４
８
９

△
　
１
４
４
，５
６
１

１
４
５０

△
　
１
４
４
，４
１
６

２
４
，２
１
４

２
２
，８
９
５

３
７
，９
２
８

△
　
４
７
，３
４
７

△
　
２
０
，４
０
８

△
　
１
６
３

△
　
６
７
，５
９
２

（
３
）

２
，５
２
９
，０
０
０

１
，８
２
１
，０
０
０

１
３
７
，０
４
７

２
９
，５
０
３

１
６
６
，５
５
０

１
０

科
　
　
　
　
　
　
　
　
目

営
業
活
動
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー

サ
ー
ビ
ス
部
門
収
入

平
成
９
年
度

１
３
６
，
９
１
４

平
成
　
年
度

１
３
０
，６
９
３

１
０

１
０
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２２

７
．
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
分
析

セ
ン
タ
ー
利
用
者
数
お
よ
び
損
益
分
岐
点
利
用
者
数
。

施
設

利
用

料
収

入

仕
　
　
　
入
　
　
　
支
　
　
　
出

人
　
　
件
　
　
費
　
　
支
　
　
出

そ
の
他
の
営
業
支
出

小
　
　
　
　
　
計

投
資
活
動
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー

有
形
固
定
資
産
の
取
得
に
よ
る
支
出

開
業
費
の
取
得
に
よ
る
支
出

小
　
　
　
　
　
計

財
務
活
動
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー

株
式
の
発
行
に
よ
る
収
入

県
債
発
行
に
よ
る
収
入

県
債
償
還
に
よ
る
支
出

県
債
利
子
の
支
払
い

県
債
償
還
に
対
す
る
交
付
税
算
入
額

小
　
　
　
　
　
計

現
金
お
よ
び
現
金
同
等
物
の
増
減
額

５
５
，９
０
９

△
　
５
８
，３
４
１

△
　
１
０
６
，９
３
０

△
　
８
７
，２
３
７

△
　
５
９
，６
８
５

△
　
３
，１
３
０
，２
５
３

△
　
２
２
，３
６
０

△
　
３
，１
５
２
，６
１
３

８
，０
０
０

２
，５
２
９
，０
０
００

△
　
４
８
，７
８
９

２
１
，３
５
２

２
，５
０
９
，５
６
３

△
　
７
０
２
，７
３
５

５
３
，１
６
５

△
　
５
１
，４
８
２

△
　
１
３
１
，１
４
４

△
　
１
３
８
，２
７
９

△
　
１
３
７
，０
４
７０００００

△
　
３
，２
４
０

△
　
６
３
，４
１
９

３
７
，１
５
６

△
　
２
９
，５
０
３

△
　
１
６
６
，５
５
０

（
１
）

＊
営
業
開
始
は
平
成
９
年
７
月
　
日
で
あ
る
。

＊
平
成
　
年
度
は
セ
ン
タ
ー
へ
の
進
入
路
が
地
滑
り
に
よ
り
通
行
止
め
と
な
っ
た
た
め
、
日
間

休
業
し
て
い
る
。

利
用
区
分

利
用
者
区
分

営
　
　
業
　
　
日
　
　
数

全
館
利
用
者

入
浴
・
休
憩
者

一
　
　
　
般

子
　
　
　
供

小
　
　
　
計

１
日
平
均

利
用
比
率

一
　
　
　
般

子
　
　
　
供

小
　
　
　
計

１
日
平
均

利
用
比
率

合
　
　
　
　
　
　
　
　
計

１
　
　
日
　
　
平
　
　
均

平
成
９
年
度

２
４
７
日

２
２
，０
５
１
人

６
，５
０
９

２
８
，５
６
０

１
１
６

３
６
．８
％

４
５
，６
５
６
人

３
，４
３
６

４
９
，０
９
１

１
９
９

６
３
．２
％

７
７
，６
５
１
人

３
１
４
人

平
成
　
年
度

３
４
４
日

３
５
，０
２
４
人

６
，７
０
２

４
１
，７
２
６

１
２
１

４
８
．９
％

４
０
，５
３
６
人

３
，１
８
３

４
３
，７
２
９

１
２
７

５
１
．１
％

８
５
，４
５
５
人

２
４
８
人

１
０

１
０

２
５

１
５
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平
成
９
年
度
お
よ
び
平
成
　
年
度
の
利
用
者
数
の
当
初
利
用
見
込
者
数
に
対
す
る
達
成
割

合
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

平
成
　
年
度
の
損
益
計
算
書
に
基
づ
き
、
損
益
分
岐
点
利
用
者
数
を
算
定
す
る
と
次
の
と

お
り
で
あ
る
。
な
お
、
当
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
費
用
を
変
動
費
と
固
定
費
と
に
明
確
に
分
類

す
る
の
は
困
難
で
あ
り
、
水
道
光
熱
費
の
一
部
以
外
に
つ
い
て
は
そ
の
殆
ど
が
固
定
的
に
発

生
す
る
費
用
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
平
成
　
年
度
の
費
用
は
全
て
固
定
費
で

あ
る
と
仮
定
し
て
損
益
分
岐
点
計
算
を
行
っ
た
。

固
定
資
産
の
減
価
償
却
費
は
、
当
初
か
ら
設
備
資
金
に
つ
い
て
は
県
債
に
よ
り
賄
う
こ
と

が
想
定
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
県
債
償
還
額
お
よ
び
利
子
支
払
額
は
利
用
料
収
入
か
ら
充
当

す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
減
価
償
却
費
お
よ
び
支
払
利
子
は
損
益
分
岐
点
分

析
に
お
い
て
考
慮
し
て
い
な
い
。

〈
平
成
　
年
度
一
人
あ
た
り
平
均
利
用
料
〉

〈
平
成
　
年
度
損
益
分
岐
点
計
算
〉

平
成
　
年
度
の
延
べ
利
用
人
数
は
　
　
　
人
で
あ
る
の
で
、
損
益
分
岐
点
の
約
　
　
％
の

利
用
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
計
算
に
お
い
て
は
、
費
用
を
す
べ
て
固
定
費
と
し
て
取
扱
っ
て
い
る
た
め
、
厳
密
な

意
味
で
の
正
確
性
は
な
い
が
、
お
お
む
ね
適
正
な
損
益
分
岐
点
利
用
者
数
は
示
さ
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
現
状
の
利
用
者
数
を
考
慮
す
る
と
、
損
益
分
岐
点
の
利
用
者
を
達
成
す
る
こ

と
は
極
め
て
困
難
で
あ
り
、
こ
の
た
め
セ
ン
タ
ー
の
事
業
費
用
（
減
価
償
却
費
お
よ
び
県
債

利
子
を
除
く
）
を
利
用
料
収
入
で
賄
う
こ
と
は
現
実
的
に
不
可
能
で
あ
り
、
今
後
も
継
続
的

に
赤
字
が
発
生
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
県
は
赤
字
に
対
す
る
資
金
負
担
を

継
続
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

定
期
券
及
び
回
数
券
利
用
の
実
態

年
間
の
利
用
者
を
個
人
、
団
体
、
定
期
券
利
用
に
よ
る
も
の
お
よ
び
回
数
券
利
用
に
よ
る

も
の
に
分
類
す
る
と
下
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
単
位
：
人
）

平
成
　
年
度
は
、
平
成
９
年
度
に
比
べ
利
用
者
が
　
　
　
名
（

％
）
増
加
し
た
も
の

の
収
入
が
　
　
％
減
少
し
た
の
は
、
定
期
券
利
用
者
の
増
加
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

定
期
券
利
用
者
の
全
利
用
者
に
占
め
る
割
合
は
、
平
成
９
年
度
が
　
　
％
、
平
成
　
年
度

が
　
　
％
で
あ
る
。
ま
た
、
全
館
利
用
者
の
入
館
料
は
１
人
あ
た
り
　
　
　
円
で
あ
る
が
、

平
均
利
用
料
収
入
が
１
人
あ
た
り
　
　
円
と
な
っ
て
い
る
の
も
定
期
券
利
用
者
の
増
加
に
起

区
　
　
　
分

当
初
利
用
見
込
者
数

実
際
利
用
者
数

達
　
　
成
　
　
割
　
　
合

平
成
９
年
度

１
１
１
，６
０
０
人

７
７
，６
５
１

６
９
．６
％

平
成
　
年
度

１
６
２
，０
０
０
人

８
５
，４
５
５

５
２
．８
％

区
　
分

個
　
　
　
人

団
　
　
　
体

定
　
期
　
券

回
　
数
　
券

計

平
成
９

年
度

１
４
，８
８
６

９
３
１

８
，４
０
１

４
，３
４
２

２
８
，５
６
０

平
成

年
度

１
４
，６
５
７

１
，１
３
８

２
３
，１
１
７

２
，８
１
４

４
１
，７
２
６

バ
ー
デ
ゾ
ー
ン

一
　
般
　
浴

合
　
　
　
　
計

平
成
９

年
度

３
３
，３
４
１００

１
５
，７
５
０

４
９
，０
９
１

平
成
９

年
度

４
８
，２
２
７

９
３
１

８
，４
０
１

２
０
，０
９
２

７
７
，６
５
１

平
成

年
度

４
８
，６
４
２

１
，１
３
８

２
３
，１
１
７

１
２
，５
５
８

８
５
，４
５
５

平
成

年
度

３
３
，９
８
５００

９
，７
４
４

４
３
，７
２
９

２３

利
用
料
収
入
合
計
　
（
Ａ
）

延
べ
利
用
者
数
　
（
Ｂ
）

１
人
当
た
り
平
均
利
用
料
（
Ａ
／
Ｂ
）

５
３
，１
６
５
千
円

８
５
，４
５
５
人

６
２
２
円

１
７
１
，７
３
８
千
円

６
２
２
円

２
７
６
，１
０
６
人

費
　
　
用
　
　
合
　
　
計
　
（
Ａ
）

１
人
当
た
り
平
均
利
用
料
　
（
Ｂ
）

損
益
分
岐
点
利
用
者
数
（
Ａ
／
Ｂ
）

１
０

１
０

１
０

１
０

１
０

１
０

１
０

８
５
，４
５
５

３
１
．０

（
２
）

１
０

７
，８
０
４

１
，２
０
０

６
２
２

１
０
．１１
０
．８

２
７
．１

４
．９

１
０ １
０

１
０

１
０
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因
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

定
期
券
の
発
行
は
、
県
民
の
健
康
増
進
を
図
る
た
め
、
利
用
者
を
積
極
的
に
増
加
さ
せ
る

と
い
う
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
と
ら
れ
た
施
策
で
あ
る
。
し
か
し
、
定
期
券
の
発
行
は
、

利
用
者
が
増
加
し
て
も
利
用
料
収
入
の
増
加
に
直
接
結
び
つ
か
な
い
と
い
う
経
営
上
の
ウ
イ

ー
ク
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。

８
．
固
定
資
産
管
理

固
定
資
産
の
現
物
管
理

県
所
有
の
セ
ン
タ
ー
保
有
の
固
定
資
産
に
つ
い
て
は
、
重
要
物
品
、
重
要
物
品
以
外
に
分

け
て
そ
れ
ぞ
れ
台
帳
を
作
成
し
管
理
さ
れ
て
い
る
。
取
得
価
額
　
万
円
以
上
の
物
品
に
つ
い

て
現
物
と
照
合
し
た
と
こ
ろ
台
帳
と
す
べ
て
合
致
し
て
い
る
。

固
定
資
産
の
有
効
利
用
に
つ
い
て

①
　
送
迎
用
バ
ス
の
利
用
状
況

県
所
有
の
送
迎
用
バ
ス
２
台
に
つ
い
て
は
、
事
業
団
お
よ
び
第
３
セ
ク
タ
ー
の
管
理
と

な
っ
て
い
る
。
平
成
９
年
度
お
よ
び
平
成
　
年
度
の
送
迎
用
バ
ス
の
利
用
実
績
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

＊
平
成
　
年
７
月
の
運
行
実
績
の
低
迷
は
、
セ
ン
タ
ー
へ
の
進
入
路
が
地
滑
り
に
よ
っ
て
通
行
止

め
と
な
り
休
業
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

ま
た
、
送
迎
用
バ
ス
利
用
者
数
の
利
用
者
数
全
体
に
占
め
る
割
合
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

全
般
的
に
送
迎
用
バ
ス
の
利
用
度
は
低
く
、
特
に
事
業
団
用
送
迎
バ
ス
は
、
平
均
４
日

に
一
回
利
用
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
効
率
的
な
利
用
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。

②
　
フ
ロ
ン
ト
レ
ス
ト
ラ
ン
会
計
シ
ス
テ
ム

こ
の
会
計
シ
ス
テ
ム
は
、
セ
ン
タ
ー
利
用
者
の
セ
ン
タ
ー
内
施
設
（
宿
泊
施
設
、
入
浴

施
設
、
バ
ー
デ
ゾ
ー
ン
等
）
す
べ
て
を
入
館
か
ら
退
館
ま
で
一
元
管
理
し
、
退
館
時
に
精

算
す
る
た
め
に
取
得
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
、
日
帰
り
の
利
用
者
に
つ
い
て

区
　
分

４
　
月

５
　
月

６
　
月

７
　
月

８
　
月

９
　
月月月

事
業
団
（
定
員
　
名
）

第
３
セ
ク
タ
ー
（
定
員
　
名
）

平
成
９
年
度

平
成
９
年
度

平
成
　
年
度

平
成
　
年
度

件
　
数
人
　
数

件
　
数

人
　
数
件
　
数
人
　
数

件
　
数
人
　
数

－－－０６

１
２８

１
０

－－－０

１
５
６

２
５
８

１
７
４

２
０
９

０６

１
７０７９８９

０

１
２
７

４
０
００

１
３
６

２
０
０

１
８
１

１
４
７

－－－４

１
４

２
８

４
１

３
８

－－－

１
０
０

３
１
１

７
１
１

９
９
１

８
１
９

１
１

１
７

３
２

１
９

１
８

１
１

１
６

１
５

２
２
９

２
７
５

８
４
４

５
２
９

４
３
２

３
２
９

３
６
３

２
７
７

月

１
　
月

２
　
月

３
　
月

合
　
計

１
０８

１
０４

６
８

１
９
６

１
２
６

３
０
７

１
６
９

１
，５
９
５

８

１
０７２

８
３

１
９
７

１
８
５

１
３
７

３
６

１
，７
４
６

２
４

１
５

２
０

１
８

２
０
２

４
８
２

３
１
８

３
９
１

３
５
１

４
，４
７
４

２
３

２
４

１
１８

２
０
５

４
３
８

４
９
０

２
１
８

１
２
５

４
，５
４
９

区
　
　
　
　
　
分

事
業
団
用
バ
ス
利
用
者

第
３
セ
ク
タ
ー
用
バ
ス
利
用
者

合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計

利
　
用
　
者
　
合
　
計

利
　
用
　
者
　
比
　
率

平
成
９
年
度

１
，５
９
５
人

４
，４
７
４

６
，０
６
９

７
７
，６
５
１

７
．８
％

平
成
　
年
度

１
，７
４
６
人

４
，５
４
９

６
，２
９
５

８
５
，４
５
５

７
．４
％

２４

（
２
）

（
１
）

２
０

１
０

１
０

１
０

３
６

２
９

１
０

１
１

１
２

１
０

１
０
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は
、
入
館
時
に
氏
名
等
の
登
録
を
行
え
ず
、
退
館
時
に
退
館
の
確
認
も
不
可
能
な
こ
と
か

ら
、
当
該
シ
ス
テ
ム
は
有
効
利
用
さ
れ
て
い
な
い
。

９
．
経
営
状
況
の
改
善
方
法
の
検
討

セ
ン
タ
ー
の
入
館
者
数
の
大
幅
な
増
加
が
見
込
ま
れ
ず
、
か
つ
、
定
期
券
の
利
用
割
合
の
増

加
に
よ
り
入
館
者
の
増
加
が
利
用
料
収
入
に
反
映
さ
れ
な
い
状
況
に
お
い
て
は
、
コ
ス
ト
の
削

減
を
中
心
と
し
た
運
営
改
善
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

コ
ス
ト
削
減
策
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
県
お
よ
び
事
業
団
に
限
定
し
た
方
策
に
は
限
界
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
第
３
セ
ク
タ
ー
を
含
め
た
セ
ン
タ
ー
全
体
の
コ
ス
ト
削
減
に
つ
い

て
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
セ
ン
タ
ー
全
体
の
コ
ス
ト
を
削
減
し
、
そ
の
削
減

効
果
を
県
お
よ
び
事
業
団
と
第
３
セ
ク
タ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
享
受
す
る
こ
と
で
、
両
者
の
経
営
改

善
を
行
う
こ
と
を
検
討
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
県
お
よ
び
事
業
団
は
、
第
３
セ
ク
タ
ー
と

も
十
分
な
協
議
の
も
と
、
以
下
の
方
法
を
含
め
た
収
入
拡
大
策
お
よ
び
コ
ス
ト
削
減
策
に
つ
い

て
積
極
的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

セ
ン
タ
ー
業
務
の
一
本
化

セ
ン
タ
ー
の
業
務
を
健
康
増
進
部
門
と
サ
ー
ビ
ス
部
門
と
に
明
確
に
分
離
し
、
同
種
の
業

務
に
つ
い
て
も
、
宿
泊
者
と
宿
泊
者
以
外
の
利
用
者
に
よ
り
対
応
を
分
け
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
業
務
を
一
本
化
す
る
こ
と
に
よ
り
セ
ン
タ
ー
全
体
の
コ
ス
ト
削
減
が
可
能
な
部
分
が

あ
る
も
の
と
考
え
る
。
一
本
化
可
能
な
業
務
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
　
フ
ロ
ン
ト
事
務
に
つ
い
て

現
在
、
フ
ロ
ン
ト
業
務
は
、
日
帰
り
利
用
者
に
つ
い
て
は
事
業
団
職
員
が
、
宿
泊
者
に

つ
い
て
は
、
第
３
セ
ク
タ
ー
職
員
が
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
、
受
付
及
び
料
金
徴
収
を
行
っ
て

い
る
。
フ
ロ
ン
ト
窓
口
で
の
混
雑
状
況
及
び
宿
泊
者
の
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
時
間
と
宿
泊
者

以
外
の
入
館
受
付
時
間
の
ず
れ
等
を
考
え
る
と
、
フ
ロ
ン
ト
受
付
業
務
を
一
本
化
す
る
こ

と
が
十
分
可
能
と
考
え
る
。

フ
ロ
ン
ト
業
務
に
つ
い
て
は
、
セ
ン
タ
ー
全
体
と
し
て
職
員
の
削
減
が
可
能
か
ど
う
か

に
つ
い
て
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

②
　
送
迎
バ
ス
運
転
業
務
に
つ
い
て

現
在
、
主
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
利
用
者
に
つ
い
て
は
、
第
３
セ
ク
タ
ー
管
理
の
送
　

迎
バ
ス
を
同
社
職
員
の
運
転
に
よ
り
運
行
し
て
お
り
、
健
康
増
進
部
門
の
利
用
者
の
送
迎

に
つ
い
て
は
、
事
業
団
管
理
の
送
迎
バ
ス
を
事
業
団
の
職
員
の
運
転
に
よ
り
運
行
し
て
い

る
。
し
か
し
、
両
者
を
利
用
目
的
に
よ
り
区
別
せ
ず
、
利
用
者
の
住
居
地
等
に
よ
り
運
行

を
計
画
す
る
こ
と
が
送
迎
バ
ス
の
効
率
的
な
運
行
を
可
能
と
し
、
か
つ
、
利
用
者
の
利
便

性
を
高
め
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

送
迎
バ
ス
の
利
用
状
況
が
極
め
て
低
い
こ
と
も
十
分
考
慮
し
、
対
策
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
。

業
務
委
託
費
に
つ
い
て

民
間
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
会
社
に
設
備
運
転
・
各
種
保
守
業
務
を
委
託
し
て
お
り
、
平
成
　
年

度
に
お
け
る
業
務
委
託
費
は
　
百
万
円
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
当
該
業
務
は
専
門
性
が
高
い
た

め
外
部
に
委
託
せ
ざ
る
を
得
な
い
た
め
、
委
託
業
務
の
種
類
毎
に
毎
年
競
争
入
札
を
実
施
し

て
い
る
。

ま
た
、
第
３
セ
ク
タ
ー
へ
の
業
務
委
託
料
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
他
社
と
の
比
較
に

よ
り
委
託
料
の
妥
当
性
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

第
３
セ
ク
タ
ー
へ
の
業
務
委
託
料

（
単
位
：
千
円
）

業
務
委
託
先
の
一
本
化

セ
ン
タ
ー
全
体
の
コ
ス
ト
削
減
に
あ
た
り
、
現
在
行
っ
て
い
る
分
割
管
理
委
託
方
式
を
解

消
し
、
委
託
先
の
一
本
化
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
委
託
方
式
の

一
本
化
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
方
法
が
考
え
ら
れ
る
。

①
　
県
が
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
一
括
事
業
団
に
委
託
し
、
サ
ー
ビ
ス
部
門
で
あ
る
レ
ス
ト
ラ

ン
及
び
宿
泊
施
設
等
の
業
務
に
つ
い
て
第
３
セ
ク
タ
ー
に
再
委
託
す
る
方
法

②
　
県
が
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
一
括
第
３
セ
ク
タ
ー
に
委
託
し
、
健
康
増
進
部
門
で
あ
る
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
及
び
バ
ー
デ
ゾ
ー
ン
の
業
務
に
つ
い
て
事
業
団
に
再
委
託
す
る
方
法

③
　
県
が
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
一
括
第
３
セ
ク
タ
ー
に
委
託
し
、
健
康
増
進
部
門
で
あ
る
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
及
び
バ
ー
デ
ゾ
ー
ン
の
業
務
に
係
る
職
員
に
つ
い
て
は
、
事
業
団
か

ら
第
３
セ
ク
タ
ー
へ
転
籍
あ
る
い
は
出
向
等
の
措
置
を
講
ず
る
方
法

第
３
　
利
害
関
係

監
査
の
対
象
と
し
た
事
件
に
つ
き
、
私
は
地
方
自
治
法
第
　
　
条
の
　
の
規
定
に
よ
り
記
載

す
べ
き
利
害
関
係
は
な
い
。

以
　
上

平
成
９
年
度１
，７
３
８

８
，２
１
８

１
，４
８
０

２
，９
０
６

１
４
，３
４
２

平
成
　
年
度１
，７
３
８

９
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